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(57)【要約】
　【解決手段】　有効成分の経皮送達を目的とした組成物およびそのような組成物の使用
法が本明細書に開示される。
　【選択図】　　　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、
１またはそれ以上の有効成分と、
約２，０００ダルトン～約６０，０００ダルトンの平均分子量を有する、約０．１ｗｔ．
％～約５．０ｗｔ．％の細胞外基質コンポーネントまたはそのフラグメントと
を有する組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の組成物において、前記デコイ分子は、ヒアルロン酸、コラーゲン、フィ
ブロネクチン、エラスチン、レクチン、およびそれらの組み合わせから成る群から選択さ
れる組成物。
【請求項３】
　請求項２記載の組成物において、前記コラーゲンは、Ｉ型コラーゲン、ＩＩ型コラーゲ
ン、ＩＩＩ型コラーゲン、ＩＶ型コラーゲン、Ｖ型コラーゲン、線維性コラーゲン、非繊
維製コラーゲン、およびそれらの組み合わせから成る群から選択される組成物。
【請求項４】
　請求項１記載の組成物であって、約１ｍｇ～約１０００ｍｇの前記細胞外基質コンポー
ネントまたはそのフラグメントを有する組成物。
【請求項５】
　請求項１記載の組成物であって、約０．１ｗｔ．％～約２５ｗｔ．％の有効成分を有す
る組成物。
【請求項６】
　請求項１記載の組成物であって、約１ｍｇ～約１０００ｍｇの有効成分を有する組成物
。
【請求項７】
　請求項１記載の組成物において、前記有効成分が鎮痛薬、抗菌薬、抗真菌薬、麻酔薬、
ステロイド、レチノール、ガバペンチン、プレガバリン、ミノサイクリン、サリチル酸塩
、アセチルサリチル酸、シクロスポリン、タクロリムス（ＦＫ５０６）、ヒドロコルチゾ
ン、リドカイン、ビマトプロスト、ボツリヌス毒素、タダラフィル、抗体、抗体フラグメ
ントから成る群から選択される組成物。
【請求項８】
　請求項１記載の組成物であって、さらに、希釈剤、充てん剤、崩壊剤、結合剤、潤滑剤
、界面活性剤、疎水性媒体、水溶性媒体、乳化剤、緩衝剤、湿潤剤、保湿剤、可溶化剤、
保存料、着色料、可塑剤、担体、賦形剤、またはそれらの組み合わせから成る群から選択
される１またはそれ以上の医薬添加物を有する組成物。
【請求項９】
　請求項１記載の組成物であって、さらに、ビタミン、化粧品ペプチド、油量調整剤、そ
の他のスキンケア剤、および水分補給組成物から成る群から選択される１またはそれ以上
の化粧品添加物を有する組成物。
【請求項１０】
　請求項１記載の組成物であって、さらに、ＵＶ光子を吸収または反射する化合物を有す
る組成物。
【請求項１１】
　請求項１記載の組成物において、前記組成物は、液体、クリーム、軟膏、ゲル、または
エアロゾールとして製剤化されるものである組成物。
【請求項１２】
　請求項１記載の組成物であって、約０．２５ｗｔ．％～約２．０ｗｔ．％の前記デコイ
分子を有し、前記有効成分は、サリチル酸塩、リドカイン、日焼け止めクリーム、レチノ
ール、ビマトプロスト、ステロイド、及びそれらの組み合わせから成る群から選択される
組成物。
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【請求項１３】
　請求項１記載の組成物であって、約１．０ｗｔ．％～約５．０ｗｔ．％の前記デコイ分
子を有し、前記有効成分は、抗生物質、抗真菌薬、生物製剤、抗体、高分子有効成分、ペ
プチド系治療薬、及びそれらの組み合わせから成る群から選択される組成物。
【請求項１４】
　有効成分を送達する方法であって、
１またはそれ以上の有効成分と、約２，０００ダルトン～約６０，０００ダルトンの平均
分子量を有する、約０．２５ｗｔ．％～約１０ｗｔ．％の細胞外基質コンポーネントまた
はそのフラグメントとを有する組成物を被験者の表面組織に塗布する工程を有する方法。
【請求項１５】
　請求項１３記載の方法において、前記デコイ分子は、ヒアルロン酸、コラーゲン、フィ
ブロネクチン、エラスチン、レクチン、およびそれらの組み合わせから成る群から選択さ
れる方法。
【請求項１６】
　請求項１３記載の方法において、前記組成物は、約１ｍｇ～約１０００ｍｇの前記細胞
外基質コンポーネントまたはそのフラグメントを有する方法。
【請求項１７】
　請求項１３記載の方法であって、約０．１ｗｔ．％～約２５ｗｔ．％の有効成分を有す
る方法。
【請求項１８】
　請求項１３記載の方法であって、約１ｍｇ～約１０００ｍｇの有効成分を有する方法。
【請求項１９】
　請求項１３記載の方法において、前記有効成分は、鎮痛薬、抗菌薬、抗真菌薬、麻酔薬
、ステロイド、レチノール、ガバペンチン、プレガバリン、ミノサイクリン、サリチル酸
塩、アセチルサリチル酸、シクロスポリン、タクロリムス（ＦＫ５０６）、ヒドロコルチ
ゾン、リドカイン、ビマトプロスト、ボツリヌス毒素、タダラフィル、抗体、抗体フラグ
メントから成る群から選択される方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願書類の相互参照
　本出願は、２０１６年４月１２日に提出され、「化合物の局所適用を目的とした組成物
」と題した米国仮出願第６２／３２１，６２６号明細書の利益を請求するものであり、こ
の参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　薬物投与の局所経路は、非経口投与のリスクと不都合を回避することができる、経口投
与に伴う様々な吸収および代謝を回避できる、薬物投与を連続的に行うことができるため
、生物学的半減期の短い薬理学的に活性な薬物を使用することができる、多数の化合物に
伴う消化管刺激を回避することができる、および疾患の皮膚症状を全身アプローチよりも
効率的に治療することができるため望ましい。ほとんどの経皮および経粘膜送達系が、貫
通促進媒体を使用することにより、貫通を達成する。そのような化合物または化合物の混
合物は、「貫通促進因子」または「皮膚促進因子」として当該分野で既知である。文献に
おける貫通促進因子は経皮吸収を亢進するが、一部は毒性と考えられる、一部は皮膚を刺
激する、一部は長期的に使用すると皮膚を薄くする作用を有する、ほとんどは高分子量の
医薬品および化粧品を送達することができない点で、特定の欠点も有する。明らかに、皮
膚、粘膜、髪、爪、歯、および様々な他の表面へ広範な医薬品および化粧品を投与するこ
とができる、安全で効果的な経経皮送達組成物および系がまだ必要である。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
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【０００３】
本発明の様々な実施形態には、１若しくはそれ以上の有効成分および平均分子量約２，０
００ダルトン～約６０，０００ダルトンを有する、約０．１ｗｔ．％～約５．０ｗｔ．％
の細胞外基質コンポーネントまたはそのフラグメントを含む組成物を含む。一部の実施形
態では、前記デコイ分子がヒアルロン酸、コラーゲン、フィブロネクチン、エラスチン、
レクチン、およびそれらの組み合わせから成る群から選択されてもよく、特定の実施形態
では、前記コラーゲンがＩ型コラーゲン、ＩＩ型コラーゲン、ＩＩＩ型コラーゲン、ＩＶ
型コラーゲン、Ｖ型コラーゲン、線維性コラーゲン、非線維性コラーゲン、およびそれら
の組み合わせから成る群から選択されてもよい。
【０００４】
　特定の実施形態では、前記組成物が約１ｍｇ～約１０００ｍｇの細胞外基質コンポーネ
ントまたはそのフラグメントを含んでもよい。一部の実施形態では、前記組成物が約０．
１ｗｔ．％～約２５ｗｔ．％の有効成分を含んでもよく、一部の実施形態では、前記組成
物が約１ｍｇ～約１０００ｍｇの有効成分を含んでもよい。様々な実施形態では、前記有
効成分が鎮痛薬、抗菌薬、抗真菌薬、麻酔薬、ステロイド、レチノール、ガバペンチン、
プレガバリン、ミノサイクリン、サリチル酸塩、アセチルサリチル酸、シクロスポリン、
タクロリムス（ＦＫ５０６）、ヒドロコルチゾン、リドカイン、ビマトプロスト、ボツリ
ヌス毒素、タダラフィル、抗体、抗体フラグメントなど、またはそれらの組み合わせから
成る群から選択されてもよい。
【０００５】
　前記実施形態の組成物は、液体、クリーム、軟膏、ゲル、またはエアロゾールとして製
剤化してもよい。一部の実施形態では、前記組成物が、さらに、希釈剤、充てん剤、崩壊
剤、結合剤、潤滑剤、界面活性剤、疎水性媒体、水溶性媒体、乳化剤、緩衝剤、湿潤剤、
保湿剤、可溶化剤、保存料、着色料、可塑剤、担体、賦形剤またはそれらの組み合わせか
ら成る群から選択される１若しくはそれ以上の医薬添加物を含んでもよい。一部の実施形
態では、前記組成物が、さらに、ビタミン、化粧品ペプチド、油量調整剤、その他のスキ
ンケア剤、および水分補給組成物から成る群から選択される１若しくはそれ以上の化粧品
添加物を含んでもよい。一部の実施形態では、前記組成物が、さらに、ＵＶ光子を吸収ま
たは反射する化合物を含んでもよい。
【０００６】
　特定の実施形態では、前記組成物が約０．２５ｗｔ．％～約２．０ｗｔ．％の前記デコ
イ分子を含んでもよく、前記有効成分は、サリチル酸塩、リドカイン、日焼け止めクリー
ム、レチノール、ビマトプロスト、ステロイド、またはそれらの組み合わせから成る群か
ら選択される。特定の実施形態では、前記組成物が約１．０ｗｔ．％～約５．０ｗｔ．％
の前記デコイ分子を含んでもよく、前記有効成分は、抗生物質、抗真菌薬、生物製剤、抗
体、高分子有効成分、ペプチド系治療薬、またはそれらの組み合わせから成る群から選択
される。
【０００７】
　さらなる実施形態には、１若しくはそれ以上の有効成分および平均分子量約２，０００
ダルトン～約６０，０００ダルトンを有する、約０．２５ｗｔ．％～約１０ｗｔ．％の細
胞外基質コンポーネントまたはそのフラグメントを有する組成物を被験者の表面組織に塗
布する工程を含む、有効成分を送達する方法を含む。特定の実施形態では、前記デコイ分
子がヒアルロン酸、コラーゲン、フィブロネクチン、エラスチン、レクチン、およびフラ
グメント、およびそれらの組み合わせから成る群から選択されてもよい。
【０００８】
　特定の実施形態では、そのような方法の組成物が約１ｍｇ～約１０００ｍｇの細胞外基
質コンポーネントまたはそのフラグメントを含んでもよい。一部の実施形態では、そのよ
うな方法の組成物が約０．１ｗｔ．％～約２５ｗｔ．％の有効成分を含んでもよく、一部
の実施形態では、そのような方法の組成物が約１ｍｇ～約１０００ｍｇの有効成分を含ん
でもよい。様々な実施形態では、前記有効成分が鎮痛薬、抗菌薬、抗真菌薬、麻酔薬、ス



(5) JP 2019-513799 A 2019.5.30

10

20

30

40

50

テロイド、レチノール、ガバペンチン、プレガバリン、ミノサイクリン、サリチル酸塩、
アセチルサリチル酸、シクロスポリン、タクロリムス（ＦＫ５０６）、ヒドロコルチゾン
、リドカイン、ビマトプロスト、ボツリヌス毒素、タダラフィル、抗体、抗体フラグメン
トなど、またはそれらの組み合わせから成る群から選択されてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本発明の性質および利点をより十分に理解するため、添付の図と関連して以下の詳細な
説明を参照する必要がある：
【図１Ａ】図１Ａ～１Ｂは、分子量１０，０００Ｄａ、２０，０００Ｄａ、４０，０００
Ｄａ、６０，０００Ｄａ、または１００，０００Ｄａのヒアルロン酸デコイ分子を有する
ペプチド組成物について、ペプチドのみの組成物からのペプチド流動に対するペプチド流
動の割合を示したグラフであり、流量は角質層に傷がない皮膚（図１Ａ）および角質層が
剥離した皮膚（図１Ｂ）で測定し、各組成物は２回ずつ測定した（実線、破線）。
【図１Ｂ】図１Ａ～１Ｂは、分子量１０，０００Ｄａ、２０，０００Ｄａ、４０，０００
Ｄａ、６０，０００Ｄａ、または１００，０００Ｄａのヒアルロン酸デコイ分子を有する
ペプチド組成物について、ペプチドのみの組成物からのペプチド流動に対するペプチド流
動の割合を示したグラフであり、流量は角質層に傷がない皮膚（図１Ａ）および角質層が
剥離した皮膚（図１Ｂ）で測定し、各組成物は２回ずつ測定した（実線、破線）。
【図２】図２は、デコイ分子なしの組成物と比較し、サリチル酸塩および小分子量（５，
０００Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、小～中分子量（１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａ
）、低～中分子量（２０，０００Ｄａ～３０，０００Ｄａ）、および中分子量（３０，０
００Ｄａ～４０，０００Ｄａ）と指定されたヒアルロン酸デコイ分子の組成物からのサリ
チル酸塩流動の増加率を示した棒グラフである。
【図３】図３は、デコイ分子なしの組成物と比較し、ヒドロコルチゾンおよび極小分子量
（５，０００Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、小分子量（１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄ
ａ）、中分子量（２０，０００Ｄａ～４０，０００Ｄａ）、および高分子量（４０，００
０Ｄａ～６０，０００Ｄａ）と指定されたヒアルロン酸デコイ分子の組成物からのヒドロ
コルチゾン流動の増加率を示した棒グラフである。
【図４】図４は、リドカインと極々小分子量（２，０００Ｄａ～５，０００Ｄａ）、極小
分子量（５，０００Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、および小分子量（１０，０００Ｄａ～２
０，０００Ｄａ）と指定されたエラスチンデコイ分子の組成物およびデコイ分子なしの組
成物の局所塗布によるブタ皮膚のリドカイン率を示した棒グラフである。
【図５】図５は、デコイ分子なしの組成物と比較し、ミノサイクリンと分子量３，０００
Ｄａ、５，０００Ｄａ、および１０，０００Ｄａと指定されたヒアルロン酸デコイ分子を
含む組成物からのブタ皮膚に局所塗布されたミノサイクリンの割合を示した棒グラフであ
る。
【図６】図６は、皮膚におけるＵＶＡおよびＵＶＢの吸収を示した棒グラフであり（４．
０は１００％に対応する）、バーは、市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　
６０）にデコイ分子を加えた日焼け止めクリーム組成物と市販の日焼け止めクリーム（Ａ
ｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）に対応する。
【図７Ａ】図７Ａ～７Ｂは、市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）単
独（図７Ａ）および市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）とデコイ分
子（図７Ｂ）のＵＶ吸収を波長の関数（ｎｍ）として示したグラフである。
【図７Ｂ】図７Ａ～７Ｂは、市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）単
独（図７Ａ）および市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）とデコイ分
子（図７Ｂ）のＵＶ吸収を波長の関数（ｎｍ）として示したグラフである。
【図８】図８は、市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）（実線）およ
び市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）とデコイ分子（破線）の皮膚
へのＵＶ吸収を波長の関数（ｎｍ）として示したグラフである。
【図９】図９は、ガバペンチンおよびヒアルロン酸ナトリウムの局所製剤およびガバペン
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チンのみの局所製剤から、ｉｎ　ｖｉｔｒｏでブタ皮膚移植片に送達された組織のガバペ
ンチン量（μｇガバペンチン／ｇ組織）を示した棒グラフである。
【図１０】図１０は、パルミトイル－リジン－トレオニン－トレオニン－リジン－セリン
（ｐａｌ－ＫＴＴＫＳ）とヒアルロン酸ナトリウムの局所製剤およびｐａｌ－ＫＴＴＫＳ
のみの局所製剤から、ブタ皮膚移植片に送達された組織のｐａｌ－ＫＴＴＫＳ量（μｇ　
ｐａｌ－ＫＴＴＫＳ／５０ｍｇ組織）を示した棒グラフである。
【図１１】図１１は、サリチル酸塩とサリンの組成物と比較し、エラスチンのデコイ分子
が前記組成物に含まれている場合に、ブタ粘膜組織からのサリチル酸送達の増加率を示し
た棒グラフである。
【図１２】図１２は、抗体のみと比較した、抗体および極々低分子量、極低分子量、およ
び低分子量と指定されたヒアルロン酸デコイ分子から成る組成物の抗体流量の増加率を示
す棒グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ここでは、様々な態様が以下により詳細に説明される。ただし、そのような態様は多数
の異なる形態で実施してもよく、本明細書に示す実施形態に限定されるものと解釈すべき
ではなく、むしろ、これらの実施形態は本開示が十分で完全となるように提供され、当業
者にその範囲が十分伝えられる。
【００１１】
　値の範囲が提供される場合、この範囲の上限と下限の間に入る各値および他の明記され
た、または明記された範囲に入る値は本開示に含まれることを意図する。例えば、１μｍ
～８μｍの範囲が示されている場合、２μｍ、３μｍ、４μｍ、５μｍ、６μｍ、および
７μｍ、および１μｍ以上の値の範囲および８μｍ以下の値の範囲も明示的に開示される
ことは意図される。
【００１２】
　単数形の「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、内容が明らかにそうでないことを示
していない限り、複数の言及も含む。したがって、例えば、「ポリマー」の言及には、単
数のポリマーおよび２若しくはそれ以上の同一または異なるポリマーを含み、「賦形剤」
の言及には、単数の賦形剤および２若しくはそれ以上の同一または異なる賦形剤を含む。
【００１３】
　本開示の組成物は、開示されたコンポーネントを有する、基本的に開示されたコンポー
ネントから成る、または開示されたコンポーネントから成る可能性がある。
【００１４】
　他に明記のない限り、すべての割合、部分、および比率は前記局所組成物の総重量に基
づいており、すべての測定は約２５℃で行われる。
【００１５】
　本開示の内容がそうでないことを示していない限り、またはそのような解釈と一致しな
い限り、数値の直前にある場合の「約」の単語は、その値のプラスまたはマイナス１０％
を意味し、例えば、「約５０」は４５～５５を意味し、「約２５，０００」は２２，５０
０～２７，５００を意味する。例えば、「約４９、約５０、約５５」などの数値のリスト
において、「約５０」は前後の値の間隔の半分未満にまで及ぶ範囲、例えば、４９．５以
上５２．５未満を意味する。さらに、「約『値』未満」または「約『値』以上」の表現は
、本明細書に提供される「約」の用語の定義を考慮して理解する必要がある。
【００１６】
　本明細書に用いる「投与する」、「投与している」、または「投与」の用語は、化合物
（対象の薬物とも呼ぶ）または前記化合物（対象の薬物）の薬学的に許容される塩または
組成物を被験者に直接投与することを指す。
【００１７】
　本明細書に用いる「担体」の用語は、担体、賦形剤、および希釈剤を含み、液体または
固体充てん剤、希釈剤、賦形剤、溶媒、または封入材料などの材料、組成物、または媒体
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を意味する、または医薬品、化粧品、またはその他の薬物を角質層または有棘層などの組
織層に輸送または運搬することに関与する材料を含む。
【００１８】
　「病態」の用語は、本開示において、それ以外に明記のない限り、疾患、状態、または
疾病を意味するために使用され、これらと同義的に使用される。
【００１９】
　「有効量」および「治療有効量」の用語は、本開示では同義的に使用され、被験者に投
与した場合に、被験者の病態の症状を軽減することができる化合物の量を指す。「有効量
」および「治療有効量」を有する実際の量は、これに限定されるものではないが、前記病
態の重症度、患者のサイズおよび健康状態、および投与経路を含む多数の条件によって変
化する。熟練の開業医は、医術において既知の方法により、適切な量を容易に決定するこ
とができる。
【００２０】
　「薬学的に許容される」の表現は、本明細書において、対象の薬物／化合物、塩、組成
物、投与形態などを指し、これらは、適切な医学的判断の範囲でヒトおよび／または他の
哺乳類組織と接触して使用するために適し、過度の毒性、刺激、アレルギー反応、または
他の問題または合併症はなく、適切な利益／リスク比と見合っている。一部の態様では、
「薬学的に許容される」は、連邦または州政府の規制当局により承認されているか、米国
薬局方、または他の一般的に認識されている、哺乳類（例えば、動物）、特にヒトに使用
される薬局方に掲載されていることを意味する。
【００２１】
　本明細書に使用される「塩」の用語は、一般的に使用される薬学的に許容される塩を含
み、遊離酸のアルカリ金属塩を形成し、遊離塩基の付加塩を形成する。薬学的に許容され
る場合、前記塩の性質は重要ではない。「塩」の用語には、水和物などの付加塩の溶媒和
物、および付加塩の多形体も含む。適切な薬学的に許容される酸付加塩は、無機酸または
有機酸から調整することができる。そのような無機酸の例は、塩酸、臭化水素酸、ヨウ化
水素酸、硝酸、炭酸、硫酸、およびリン酸である。適切な有機酸は、例えば、ギ酸、酢酸
、プロピオン酸、コハク酸、グリコール酸、グルコン酸、乳酸、リンゴ酸、酒石酸、クエ
ン酸、アスコルビン酸、グルクロン酸、マレイン酸、フマル酸、ピルビン酸、アスパラギ
ン酸、グルタミン酸、安息香酸、アントラニル酸、メシル酸、ステアリン酸、サリチル酸
、ｐ－ヒドロキシ安息香酸、フェニル酢酸、マンデル酸、エンボン酸（パモ酸）、メタン
スルホン酸、エタンスルホン酸、ベンゼンスルホン酸、パントテン酸、トルエンスルホン
酸、２－ヒドロキシエタンスルホン酸、スルファニル酸、シクロヘキシルアミノスルホン
酸、アルゲン酸、３－ヒドロキシ酪酸、ガラクタル酸、およびガラクツロン酸など、カル
ボン酸およびスルホン酸を含む脂肪酸、脂環式酸、芳香酸、アリール脂肪酸、およびヘテ
ロシクリル酸から選択することができる。
【００２２】
　「患者」および「被験者」の用語は同義であり、本発明の化合物を投与することができ
るすべての生物を意味するために使用されてもよい。それ自体、「患者」および「被験者
」の用語は、これに限定されるものではないが、ヒト以外の哺乳類、霊長類、またはヒト
を含んでもよい。一部の実施形態では、前記「患者」および「被験者」は、マウス、ラッ
ト、その他の齧歯類、ウサギ、イヌ、ネコ、ブタ、ウシ、ヒツジ、ウマ、霊長類、または
ヒトなどの哺乳類である。一部の実施形態では、前記患者または被験者が成人、小児、ま
たは乳児である。一部の実施形態では、前記患者または被験者がヒトである。
【００２３】
　「治療している」の用語は、本明細書では、例えば、皮膚病態または全身状態の治療法
を参照して使用され、一般には、化合物または組成物を投与していない被験者と比較し、
被験者の病態の症状の頻度を減少する、または発症を遅らせる前記化合物または組成物の
投与を含む。これには、被験者の病態を改善または安定させるように、病態の症状、臨床
徴候、および基礎病態を改善、抑制、または停止することを含むことができる。
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【００２４】
　範囲に従ってまたは同様に請求することができる、グループ内の下位範囲または下位範
囲の組み合わせを含む、そのようなグループの個々の要素を除外する権利を用意すること
で、いかなる理由においても、本開示の完全には満たない手段を請求することができる。
さらに、その個々の置換基、類似体、化合物、リガンド、構造、またはグループ、または
請求されるグループのすべての要素を除外する権利を用意することで、いかなる理由にお
いても、本開示の完全には満たない手段を請求することができる。本開示全体で、様々な
特許、特許出願書類、および出版物が参照される。これらの特許、特許出願、および出版
物全体の開示は、本開示日時点で当業者に周知のとおり、当該分野の状態をより完全に説
明するため、参照により本開示に組み込まれる。本開示は、前記特許、特許出願書類、お
よび引用された出版物、および本開示に不一致がある場合に適用される。
【００２５】
　便宜上、本明細書に利用される特定の用語、実施例、および請求項をここに集める。そ
れ以外に指定のない限り、本開示で使用されるすべての技術的および科学的用語は、本開
示が属する分野の当業者の１人に一般的に理解されるものと同じ意味を有する。
【００２６】
　本発明の様々な実施形態は、組織の再編成を起こすことができる有効成分およびデコイ
分子を含む組成物に関し、細胞－細胞（すなわち、細胞間）および細胞－骨格接着を一時
的に崩壊することにより、前記組成物が接触し、前記有効成分が細胞層を貫通することが
でき、前記有効成分の組織を経た細胞への受動的細胞内交差が可能となる。さらなる実施
形態には、組織に有効成分およびデコイ分子を含む組成物を接触させることで、有効成分
を投与する方法を含む。本明細書に説明される組成物および方法は、小分子薬物、高分子
薬物、生物製剤、抗体、キメラ抗体、ペプチド、抗酸化物質など、およびそれらの組み合
わせを含むいかなる有効成分の投与にも利用することができる。前記組成物および方法は
、診断の目的で、様々な組織からの診断用分子の流れを媒介するためにも用いることがで
きる。前記組成物は、皮膚、粘膜、眼、耳、鼻腔内、口腔内、唇、尿道口、膣、肛門、舌
、舌小帯、髪、歯などを含む表面組織に適用することができる。
【００２７】
　特定の実施形態では、前記デコイ分子は細胞外基質コンポーネントまたはそのフラグメ
ントまたは前記細胞外基質と結合する受容体としてもよい。例えば、一部の実施形態では
、前記デコイ分子をヒアルロン酸、エラスチン、コラーゲン、フィブロネクチン、レクチ
ンなど、およびそれらの組み合わせとしてもよい。
【００２８】
　前記デコイ分子のサイズは細胞－細胞および細胞－骨格崩壊に影響してもよく、様々な
実施形態において、前記デコイ分子の平均分子量は１００，０００ダルトン（「Ｄａ」）
未満であってもよい。特定の実施形態では、前記デコイ分子の平均分子量は約２，０００
Ｄａ～約６０，０００、約２，０００Ｄａ～約４０，０００Ｄａ、または約５，０００Ｄ
ａ～約４０，０００Ｄａであってもよい。他の実施形態では、前記デコイ分子の平均分子
量は約２，０００Ｄａ～約５，０００Ｄａ（「極小」分子量）、約５，０００Ｄａ～約１
０，０００Ｄａ（「小」分子量）、約１０，０００Ｄａ～約２０，０００Ｄａ（「小～中
」分子量）、約２０，０００Ｄａ～約３０，０００Ｄａ（「低～中」分子量）、約３０，
０００Ｄａ～約４０，０００Ｄａ（「中」分子量）、約４０，０００Ｄａ～約６０，００
０Ｄａ（「高」分子量）、または約６０，０００Ｄａ～約１００，０００Ｄａ（「極高」
分子量）であってもよい。前記デコイ分子は一般に細胞外基質コンポーネントのフラグメ
ントを含むため、前記実施形態の組成物には、上記に特定された範囲内に入る、また前記
「平均分子量」外にあるデコイ分子を含んでもよい。例えば、前記デコイ分子には、前記
平均分子量が小～中分子量の場合、高分子量および極高分子量または極小分子量および小
分子量の個々の分子を含んでもよい。
【００２９】
　前記組成物中のデコイの量は、崩壊の深さを調節することで、前記活性の浸透度を調節
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することにより、細胞－細胞および細胞－骨格崩壊に影響してもよい。一般に、様々な実
施形態の前記組成物に存在するデコイの量は、約０．１ｗｔ．％～約１０ｗｔ．％として
もよく、特定の実施形態では、そのような組成物のデコイの量は、約０．１ｗｔ．％～約
２０ｗｔ．％、約０．２５ｗｔ．％～約３．０ｗｔ．％、約０．５ｗｔ．％～約５．０ｗ
ｔ．％、約０．７５ｗｔ．％～約７．５ｗｔ．％、またはこれらの例の範囲を含むいずれ
かの範囲または個々の濃度としてもよい。上記のとおり、デコイ分子の量は前記有効成分
の浸透の深さを調節することができる。例えば、約０．１ｗｔ．％～約２．０ｗｔ．％ま
たは約０．２５ｗｔ．％～約１．０ｗｔ．％など、比較的低濃度のデコイ分子は、前記組
成物が局所投与された場合、部分的に表皮を通って、例えば顆粒層から有棘層に有効成分
を輸送することができる。例えば、約０．５ｗｔ．％～約５．０ｗｔ．％または約０．５
ｗｔ．％～約３．０ｗｔ．％など、より高濃度のデコイ分子は、前記組成物が局所投与さ
れた場合、すべてが表皮を通って、組織層の下にある基底膜、例えば真皮、皮下組織、お
よび血流まで有効成分を輸送することができる。一部の実施形態では、組成物中のデコイ
分子の量が約１ｍｇ～約１０００ｍｇ、約１ｍｇ～約９００ｍｇ、約１ｍｇ～約８００ｍ
ｇ、約１ｍｇ～約７００ｍｇ、約１ｍｇ～約６００ｍｇ、約１ｍｇ～約５００ｍｇ、約１
ｍｇ～約４００ｍｇ、約１ｍｇ～約３００ｍｇ、約１ｍｇ～約２００ｍｇ、約１ｍｇ～約
１００ｍｇ、約１０ｍｇ～約１０００ｍｇ、約５０ｍｇ～約１０００ｍｇ、約１００ｍｇ
～約１０００ｍｇ、約２００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約３００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約
４００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約５００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約１０ｍｇ～約５００ｍ
ｇ、約５０ｍｇ～約５００ｍｇ、約１００ｍｇ～約５００ｍｇ、約１０ｍｇ～約３００ｍ
ｇ、約５０ｍｇ～約３００ｍｇ、約１００ｍｇ～約３００ｍｇ、約１０ｍｇ～約１５０ｍ
ｇ、約５０ｍｇ～約１５０ｍｇ、約６０ｍｇ～約１２０ｍｇ、約５０ｍｇ～約１２０ｍｇ
、またはこれらの値のいずれか２つの間の範囲であってもよい。
【００３０】
　デコイ分子の濃度は前記有効成分の浸透の深さを調節することができるため、例えば、
前記表皮を標的とする有効成分は、例えば、約０．１ｗｔ．％～約２．０ｗｔ．％または
約０．２５ｗｔ．％～約１．５ｗｔ．％の低濃度のデコイ分子を含む組成物に含めてもよ
く、例えば、真皮または皮下を標的とする有効成分は、例えば、約１．０ｗｔ．％～約５
．０ｗｔ．％または約１．０ｗｔ．％～約３．０ｗｔ．％のより高濃度のデコイ分子を含
む組成物に含めてもよい。同様に、前記有効成分のサイズは前記組成物の製剤に影響して
もよい。例えば、高分子治療用または生物／治療用ペプチドなどの高分子有効成分には、
前記表皮への投与を可能とするため、同濃度で血流から真皮または全身投与に小分子治療
薬を投与することができたとしても、例えば約０．５ｗｔ．％～約５．０ｗｔ．％または
約０．５ｗｔ．％～約３．０ｗｔ．％のより高濃度のデコイ分子が必要である。
【００３１】
　特定の実施形態では、前記デコイ分子はヒアルロン酸としてもよい。ヒアルロン酸は、
例えば、ＣＤ４４、ヒアルロン酸介在性運動受容体（ｅｃｅｐｔｏｒ　ｆｏｒ　ｈｙａｌ
ｕｒｏｎｉｃ　ａｃｉｄ－ｍｅｄｉａｔｅｄ　ｍｏｔｉｌｉｔｙ：ＲＨＡＭＭ）、および
細胞間接着分子－１（ＩＣＡＭ－１）と相互作用することが知られている。ＣＤ４４は身
体に広く分布し、ヒアルロン酸との細胞相互作用に介在する。ＩＣＡＭ－１はヒアルロン
酸の代謝性細胞表面受容体であり、ヒアルロン酸のＩＣＡＭ－１への結合はＩＣＡＭ－１
介在性炎症活性化の制御に寄与することができる。ヒアルロン酸は二糖類のポリマーであ
る。理論に縛られることは望まないが、ヒアルロン酸の低分子量フラグメントは、細胞内
相互作用を妨害し、および／または細胞傷害反応を誘発することで、細胞－細胞および細
胞－骨格付着を崩壊させてもよく、細胞傷害反応は前記ヒアルロン酸デコイ分子と直接接
触しない細胞間の細胞間相互作用を崩壊させてもよい。
【００３２】
　一部の実施形態では、前記デコイ分子はコラーゲンとしてもよい。コラーゲンは様々な
形態で、多数の供給源から単離することができる。コラーゲンの例には、Ｉ型コラーゲン
、ＩＩ型コラーゲン、ＩＩＩ型コラーゲン、ＩＶ型コラーゲン、またはＶ型コラーゲンが
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含まれる。前記コラーゲンは線維性コラーゲンまたは非線維性コラーゲンとすることもで
きる。低分子量コラーゲンは、例えば加水分解により作成することができ、ヒアルロン酸
のような低分子量コラーゲンは、細胞間相互作用を妨害する、および／または細胞傷害反
応を誘発することにより細胞－細胞および細胞－骨格接着を崩壊してもよく、これは組織
深部での細胞間の細胞間相互作用を崩壊してもよい。
【００３３】
　特定の実施形態では、前記デコイ分子はフィブロネクチンとしてもよい。フィブロネク
チンはタンパク質ダイマーであり、１組のジスルフィド結合で結合したほぼ同一の２つの
単量体から成る。フィブロネクチンはインテグリンと呼ばれる膜全域受容体タンパク質お
よびコラーゲン、フィブリン、ヘパリン硫酸プロテオグリカンなどの細胞外基質コンポー
ネントに結合する。ヒアルロン酸およびコラーゲン同様、フィブロネクチンフラグメント
は、細胞間相互作用を妨害する、および／または細胞傷害反応を誘発することにより細胞
－細胞および細胞－骨格接着を崩壊してもよく、これは組織深部での細胞間の細胞間相互
作用を崩壊してもよい。
【００３４】
　一部の実施形態では、前記デコイ分子はエラスチンとしてもよい。エラスチンは、結合
組織にみられるタンパク質であり、伸張および収縮後、身体の多くの組織を形状回復させ
ることができる。ヒアルロン酸、コラーゲン、およびフィブロネクチン同様、エラスチン
フラグメントは、細胞間相互作用を妨害する、および／または細胞傷害反応を誘発するこ
とにより細胞－細胞および細胞－骨格接着を崩壊してもよく、これは組織深部での細胞間
の細胞間相互作用を崩壊してもよい。
【００３５】
　様々な実施形態の組成物には、全身または局所送達用の薬物を含め、ほぼすべての有効
成分を含むことができる。有効成分の限定されない例には、生物製剤、治療用ペプチド、
生体模倣ペプチド、および小分子および高分子鎮痛薬、抗真菌薬、抗菌薬、麻酔薬、およ
びステロイドを含む。
【００３６】
　実施形態に含まれる、生物製剤、治療用ペプチド、および生体模倣ペプチドには、これ
に限定されるものではないが、ボツリヌス毒素およびそのキメラまたは誘導体、抗体、抗
体フラグメント、抗体誘導体、Ｒｅｊｕｌｉｎｅ、ＣＧ－Ｐｕｒｉｌｕｘ、ＣＧ－Ｄｅｒ
ｍａｈｅａｌ、ＣＧＫｅｒａｍｉｎ２、Ｐｒｏｈａｉｒｉｎ－β４、ＣＧ－ＴＧＰ２、Ｃ
Ｇ－ＥＤＰ３、ＣＧ－ＩＤＰなど、およびそれらの組み合わせを含む。さらなる実施例は
、毛髪増殖を亢進させるペプチドと関連したＵＳ２０１４／０３０９１５７、および抗酸
化活性を有するペプチドについて説明したＷＯ　２０１５／１７６０１にみることができ
る。
【００３７】
　鎮痛薬、抗真菌薬、抗菌薬、麻酔薬、およびステロイドの制限されない例には、ガバペ
ンチン、プレガバリン、ミノサイクリン、アセチルサリチル酸、シクロスポリン、タクロ
リムス（ＦＫ５０６）、ビマトプロストおよび他のＰＧＥ２阻害剤、タダラフィル、クリ
ンダマイシン、コルチゾン、ミノキシジル、硫酸ミノキシジル、ナイアシンアミド、メチ
ルサリチル酸塩、ガバペンチン、ヒドロコルチゾン、パルミトイル－ＫＴＴＫＳペプチド
、フェニトイン、ビタミンＢ１２、シクロベンザプリン、アナストロゾール、リドカイン
、レチノイン酸、プロピオン酸レチニル、ミノサイクリン、硫酸ゲンタマイシン、ビマト
プラスト、硫酸ミノキシジル、プロピオン酸クロベタゾール、アスコルビン酸、トラネキ
サム酸、サリチル酸（サリチル酸ナトリウム）、ヒドロキノン、Ｒｅｎｏｋｉｎ（登録商
標）、トルナフタート、クロトリマゾール、テルビナフィン、イソトレチノイン、トレチ
ノイン、コウジ酸、プレドニゾン、ホモサレート、オクチサレート、オクトクリレン、ま
たはアボベンゾンなどの日焼け止め、ヒドロコルチゾン、リドカイン、イキセキズマブｔ
ａｌｔｚ、アミノレブリン酸（ＡＬＡ）、バリシチニブ、トファシチニブ、アダリムマブ
、コウスイガヤ油、３（Ｎ－ブチル－Ｎ－アセチル）アミノプロピオン酸エチルエステル
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、サレサイクリン、Ｄ３類似体、カルシニューリン阻害剤、メクロレタミン、免疫抗原、
イミキモド、イブプロフェン、セレコキシブ、ジクロフェナク、シルデナフィル、シクロ
ピロックス、サレサイクリン、エストロゲン、抱合卵胞ホルモン（ＰＲＥＭＡＲＩＮ（登
録商標））など、およびそれらの組み合わせを含む。
【００３８】
　様々な実施形態において、前記有効成分は以下の１若しくはそれ以上とすることができ
る：α－トコフェロール、β－カロテン、２－メルカプトベンゾチアゾール、アバカビル
、アバタセプト、アブシキシマブ、サザンウッド（Ａｂｒｏｔａｎｕｍ）、ニガヨモギ（
Ａｂｓｉｎｔｈｉｕｍ）、アカシア、アカンプロセート、アカルボース、アセブトロール
、マレイン酸アセプロマジン、アセタゲシック、アセトアミノフェン、アセタゾラミド、
酢酸、アセトヒドロキサム酸、アセチルシステイン、アセチル－チロシン、リン酸酸性フ
ッ化ナトリウム、アシトレチン、アクリジニウム、トリカブト、ヨウシュトリカブト、ア
クレモニウム・セファロスポリウム、バーンベリー、アシクロビル、アダリムマブ、アダ
パレン、アデニン、アデノシン、ヨウシュフクジュソウ、アドレナライナム、アーセキュ
ラス、イヌニンジン、アファチニブ、アフォキソラネル、ベニテングダケ、セイヨウニン
ジンボク、エランサス・グランデュローザ、アクロミド、アラニン、アルベンダゾール、
アルビグルチド、ヒトアルブミン、アルブテロール、アルカフタジン、アルクロメタゾン
、アルデスロイキン、アレンドロネート、アレトリス・ファリノサ、アルファルファ、ア
ルファキサロン、アルフェンタニル、アルフゾシン、アリロクマブ、アリスキレンヘミフ
マル酸塩、アリトレチノイン、アラントイン、アロプリロール、アルモトリプタン、ヨー
ロッパハンノキ、アロエ、アロセトロン、アルプラゾラム、アルプロスタジル、Ａｌｓｔ
ｏｎｉａ　Ｃｏｎｓｔｒｉｃｔａ、アルテルナリア、アルトレノジスト、アルミニウム、
アマンタジン、アンバーグリス、ブタクサ、アミカシン、アミロライド、アミノカプロン
酸、アミノ馬尿酸、アミノレブリン酸、アミノペンタミド、アミノフィリン、アミノプロ
パジン、アミオダロン、アミトリプチリン、アムロジピン、アンモニア、アモバルビター
ル、アモキサピン、アモキシシリン、アンフェタミン、ンホマイシン、アムホテリシンＢ
、アンピシリン、アンプロリウム、亜硝酸アミル、アカバナルリハコベ、アナグレリド、
アナストロゾール、無水、アニデュラファンギン、アントラリン、アポモルヒネ、アプラ
クロニジン、アプラマイシン、アルガトロバン、アージェンタム・メタリカム、アルギニ
ン、アリピプラゾール、アルモダフィニル、アルニカ、ヒ化物、ヒ素、ヒ素、アルテムエ
ーテル、アルチカイン、アサフェティダ、オウシュウサイシン、ヤナギトウワタ、アスコ
ルビン酸、アセナピンマレイン酸塩、アスパラギン酸、アスピリン、ベシル酸アトラクリ
ウム、Ａｔｒｉｐｌｅｘ　Ｌｅｎｔｉｆｏｒｍｉｓ、ベラドンナ、アトロピン、アタパル
ガイト、アウレオバシジウム　プルランス、アウルム・ブロマトゥム、アウルム・イオダ
トゥム、アウルム・メタリクム、アウルム・ムリアティクム、エンバク、アビバクタム、
アビラマイシン、アボベンゾン、アボベンゾン、アキシチニブ、アザシチジン、アザペロ
ン、アザチオプリン、アゼライン酸、アゼラスチン、アジスロマイシン、アズトレオナム
、バシトラシン、バクロフェン、バディアガ、バルサラジド、バルサモヘラヒヤヌン、バ
ンベルマイシン、バプティジア・ティンクトリア、バリウム、バライタ、バシリキシマブ
、ベクロメタソン、ベラタセプト、ベナゼプリル、ベンドロフルメチアジド、ベントクア
タム、ベンザルコニウム、ベンゾカイン、ベンゾナテート、ベンゾフェノン、過酸化ベン
ゾイル、ベンズフェタミン、ベンズトロピン、ベンジルアルコール、ベラクタント、βカ
ロテン、β－アミノプロピオニトリル、ベタメタゾン、ベタキソロール、ベタネコール、
ベキサロテン、ベズロトクスマブ、ビカルタミド、ビシサート、ビマトプロスト、ビオチ
ン、ビサコジル、ビスマス（Ｂｉｓｍｕｔｈｕｍ　Ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ）、ビソプロロ
ールフマル酸塩、ビバリルジン、ブレオマイシン、ボセプレビル、ボルデノン、ホウ砂、
ホウ酸、ボスチニブ、灰色かび病菌（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　Ｃｉｎｅｒｅａ）、Ａ型ボツリ
ヌス毒素、ウシソマトトロピン（Ｓｏｍｅｔｒｉｂｏｖｅ　Ｚｉｎｃ）、ブリモニジン、
ブリンゾラミド、ブロダルマブ、ブロムフェナク、臭素、ブロモクリプチン、ブデソニド
、ブタルビタール、ブメタニド、ブピバカイン、ブプレノルフィン、バクイノレート、ブ
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スピロン、ブタバルビタール、ブタカイン、ブタルビタール、ブタンベン、ブタミソール
、ブテナフィン、ブトルファノール、ブチル、カバジタキセル、カベルゴリン、カラディ
ウム・セグイヌム、カラミン、カルカレア・アーセニカ、Ｃａｌｃａｒｅａ　Ａｒｓｅｎ
ｉｃｉｃａ、カルカレア・カーボニカ、カルカレア・カウスティカ、カルカレア・フロー
リカ、カルカレア・フローリカ、カルカリア・アイオダータ、Ｃａｌｃａｒｅａ　Ｍｕｒ
ｉａｔｉｃａ、Ｃａｌｃａｒｅａ　Ｏｘａｌｉｃａ、リン酸カルシウム（Ｃａｌｃａｒｅ
ａ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃａ）、Ｃａｌｃａｒｅａ　Ｓｉｌｉｃａｔｅ、Ｃａｌｃａｒｅ
ａ　Ｓｕｆｌｒｕｉｃａ、カルカレア・サルファリカ、カルカリア・カーボニカ、リン酸
カルシウム（Ｃａｌｃｅｒｉａ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃａ）、カルシポトリオール、カル
シポトリオール、カルシトリオール、カルシウム、Ｃａｌｇｅｓｔ、カンベンダゾール、
カンファー、カナキヌマブ、カンデサルタン・シレキセチル、カンタリジン、カンタリジ
ン、カペシタビン、カプロモレリン、カプサイシン、トウガラシ属、カプトプリル、カラ
ミフェンエジシラート、カルバコール、カルバドックス、カルバマゼピン、カルバミド、
カルビドパ、獣炭、カーボ・ベジタビリス、Ｃａｒｂｏｌｉｃｕｍ　Ａｃｉｄｕｍ、カル
ボマイシン、炭素、炭酸石灰、炭酸バリウム、炭酸カリウム、炭酸ナトリウム、Ｃａｒｂ
ｏｎｅｕｍ、カルボプラチン、カルボプロストトロメタミン、カルボキシメチルセルロー
ス、マリアアザミ、クエン酸カルフェンタニル、カリソプロドール、カルニダゾール、カ
ルプロフェン、キャラウェイ、カルベジロール、カスカリラ、カゼイン、カスポファンギ
ン、ヨーロピアンチェストナット（Ｃａｓｔａｎｅａ　Ｖｅｓｃａ）、カストリウム、ル
イヨウボタン属、コースティカム、Ｃｅｄｒｏｎ、セファクロル、セファドロキシル、セ
ファゾリン、セフジニル、セフェピム、セフォタキシム、セフォテタン、セフォベシン、
セフォキシチン、セフポドキシムプロキセチル、セフプロジル、セフタロリンフォサミル
、セフタジジム、セフチオフル、セフトリアキソン、セフロキシム、セレコキシブ、アメ
リカンマムシ（Ｃｅｎｃｈｒｉｓ　Ｃｏｎｔｏｒｔｒｉｘ）、アメリカタニワタリノキ、
セファレキシン、セファピリンＢ、セリチニブ、セチリジン、セチルピリジニウム、セビ
メリン、ケタマカビ（Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍ　Ｇｌｏｂｏｓｕｍ）、クサノオウ（Ｃｈｅ
ｌｉｄｏｎｉｕｍ　Ｍａｊｕｓ）、ケノジオール、アメリカアリタソウ（Ｃｈｅｎｏｐｏ
ｄｉｕｍ　Ａｎｔｈｅｌｍｉｎｔｉｃｕｍ）、オオウメガサソウ（Ｃｈｉｍａｐｈｉｌａ
　Ｕｍｂｅｌｌａｔａ）、チャイナ・ソーフリカム、キナノキ、Ｃｈｉｎｉｎｕｍ、クロ
フェダノール、クロラール、クロラミン、クロラムフェニコール、クロルシクリジン、ク
ロルジアゼポキシド、クロルヘキシジン、塩素、Ｃｈｌｏｒｉｎｕｍ、クロロブタノール
、クロロプロカイン、クロロキン、クロロチアジド、クロロキシレノール、クロルフェネ
シン、クロルフェニラミン、クロルプロマジン、クロルプロプアミド、クロルテトラサイ
クリン、クロルタリドン、クロルゾキサゾン、コレカルシフェロール、コレステロール、
コレスチラミン、コリオゴナドトロピンα、絨毛性ゴナドトロピン、クロム酸塩、クロム
、キモトリプシン、シクロピロックス、ドクゼリ、シラスタチン、シロスタゾール、シメ
チジン、トコジラミ、ブラックコホシュ、Ｃｉｎａ、シロタエギク、シプロフロキサシン
、シサトラクリウム、シスプラチン、シスタス・カナディンシス、シタロプラム、クエン
酸、クエン酸マグネシウム、クラドスポリウム・クラドスポリオイデス、クラドリビン、
クラリスロマイシン、クラブラン酸塩、クレマスチン、クレマチス・エレクタ、クレンブ
テロール、クリジニウム、クリンダマイシン、クリオキノール、クロベタゾール、クロコ
ルトロン、クロドロン酸塩、クロファラビン、クロミフェン、クロミプラミン、クロナゼ
パム、クロニジン、クロピドグレル、クロピドール、クロプロステノール、クロラゼプ酸
、クロルスロン、クロトリマゾール、クロキサシリン、クロザピン、コバラミン、コバル
ト、コビシスタット、コカイン、コデイン、コルヒチン、コルヒチン（Ｃｏｌｃｈｉｃｉ
ｎｕｍ）、コレスチポール、コリスチメタン酸、コラゲナーゼＳＡＮＴＹＬ、コロイド状
酸化第二鉄、コロイド硫黄、コロシント、化合物ベンゾイン、コンズランゴ、ドクニンジ
ン、結合型エストロゲン、スズラン、コパイバ（Ｃｏｐａｉｖａ　Ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉ
ｓ）、銅、コルチコトロピン、コルチゾン、コシントロピン、クマホス、セイヨウサンザ
シ（Ｃｒａｔａｇｅｕｓ　Ｏｘｙｃａｎｔｈａ）、クレゾール、クリゾチニブ、サフラン
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（Ｃｒｏｃｕｓ　Ｓａｔｉｖｕｓ）、クロモリン、シンリンガラガラヘビ、クロタミトン
、ハズ（Ｃｒｏｔｏｎ　Ｔｉｇｌｉｕｍ）、クリプテコディニウムコニーＤＨＡオイル、
アオモジ（Ｃｕｂｅｂａ　Ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）、ククルビタ・キトルルス、アカイ
エカ（Ｃｕｌｅｘ　Ｐｉｐｉｅｎｓ）、酸化第２銅、銅、Ｃｕｒｖｕｌａｒｉａ　Ｉｎａ
ｅｑｕａｌｉｓ、イカ墨、シアノコバラミン、ヨーロッパシクラメン、シクリジン、シク
ロベンザプリン、シクロホスファミド、シクロセリン、シクロスポリン、シプロヘプタジ
ン、システイン、シタラビン、シチオアート、ダビガトラン、ダブラフェニブ、ダカルバ
ジン、ダクラタスビル、ダクリズマブ、ダイコン、ダルファムプリジン、ダルテパリン、
ダナゾール、ダノフロキサシン、ダントロレン、ダパグリフロジン、ダプソン、ダプトマ
イシン、ダリフェナシン、ダサブビル、ダサチニブ、シロバナヨウシュチョウセンアサガ
オ、ダウノルビシン、デシタビン、デコキネート、デフェラシロクス、デフェロキサミン
、デラビルジン、Ｄｅｌｐｈｉｎｉｕｍ　Ｓｔａｐｈｉｓａｇｒｉａ種子、Ｄｅｌｓｙｍ
、デメクロサイクリン、デラコキシブ、デスフルラン、デシプラミン、デシルジン、デス
ロラタジン、デスロレリン、デスモプレシン、デソゲストレル、デソニド、デスオキシメ
タゾン、デスオキシコルチコステロン、デスベンラファキシン、デキサメタゾン、デクス
メデトミジン、デクスラゾキサン、デキストラン、デキストロメトルファン、デキストロ
アンフェタミン、Ｄ形グルコース、ジアトリゾ酸塩、ジアゼパム、ジアゾキシド、二塩基
性、ジブカイン、ジクロロフェン、ジクロルボス、重クロム酸塩、ジクラズリル、ジクロ
フェナク、ジクロキサシリン、ジサイクロミン、ジダノシン、ジエチルカルバマジン、ジ
エチルプロピオン、ジフロラゾン、ジフロキサシン、ジフルニサル、ジギタリス・プルプ
レア、ジゴキシン、ジヒドロエルゴタミン、ジヒドロストレプトマイシン、ジルチアゼム
、ジメンヒドリナート、ジメチコン、ジメチル、ジノプロストン、ワイルドヤム（Ｄｉｏ
ｓｃｏｒｅａ　Ｖｉｌｌｏｓａ）、Ｄｉｏｓｃｏｒｅｉｎｕｍ、ジフェンヒドラミン、ジ
ピペリジン、ジプレノルフィン、ジピリダモール、ジルロタピド、ジソピラミド、ジスル
フィラム、ジチアザニン、ジバルプロエクス、ドブタミン、ドセタキセル、Ｄｏｃｏｎｅ
、Ｄｏｃｏｎｅｘａｎｔ、ドコサノール、ドフェチリド、Ｄｏｇ　Ｅｐｉｔｈｅｌｉａ、
カミツレモドキ、ドラセトロン、Ｄｏｌｉｃｈｏｓ　Ｐｒｕｒｉｅｎｓ、ドンペリドン、
ドネペジル、ドーパミン、ドラメクチン、ドルゾラミド、ドキサプラム、ドキサゾシン、
ドキセピン、ドキセルカルシフェロール、ドキソルビシン、ドキシサイクリン、Ｄｒｅｃ
ｈｓｌｅｒａ　Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ、ドロナビノール、ドロネダロン、ド
ロペリドール、モウセンゴケ、ドロスピレノン、Ｄ－チアミン、デュラグルチド、ドゥル
カマラ、デュロキセチン、デュレゾール、デュタステリド、ジクロニン、Ｅｃａｍｓｕｌ
ｅ、ムラサキバレンギク、エコチオフェート、エコナゾール、エファビレンツ、エフィナ
コ
ナゾール、エフロルニチン、エフロトマイシン、サンゴヘビ（Ｅｌａｐｓ　Ｃｏｒａｌｌ
ｉｎｕｓ）、エルバスビル、エレトリプタン、アキニレ（Ｅｌｍ　Ｃｈｉｎｅｓｅ）、エ
ルトロンボパグ・オラミン、Ｅｍｂｕｔｒａｍｉｄ、エメダスチン、エモデプシド、エン
パグリフロジン、エムトリシタビン、エナラプリラト、エンフビルチド、エノキサパリン
、エンロフロキサシン、エンスリゾール、エンタカポン、エンテカビル、エンザルタミド
、エフェドリン、エフェドリン、エピコッカム菌（Ｅｐｉｃｏｃｃｕｍ　Ｎｉｇｒｕｍ）
、アメリカイワナシ、エピナスチン、エピネフリン、ブナヤドリギ、エピルビシン塩酸塩
、エプレレノン、エポプロステノール、エプリノメクチン、エプロサルタン、エプシプラ
ンテル、エプチフィバチド、胸腺細胞ウマ免疫グロブリン、スギナ、トクサ、エルゴカル
シフェロール、エルゴタミン酒石酸塩、ヒメムカシヨモギ、エルタペネム、ニオイアラセ
イトウ、エリスロマイシン、エスシタロプラム、Ｅｓｉｕｍ、エスモロール、エソメプラ
ゾール、エスタゾラム、エステル型、エストラジオール、エストロゲン、エストロン、エ
ストロピペート、エスゾピクロン、エタクリン酸、エタンブトール、エチニルエストラジ
オール、エチオナミド、エトパベート、エトスクシミド、エチルアルコール、Ｅｔｈｙｌ
ｉｓｏｂｕｔｒａｚｉｎ、エチノジオール、エチドロン酸塩、エトドラク、エトミデート
、エトノゲストレル、エトポシド、エトルフィン、フトモモ、オイゲノール、ホルトソウ
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、エベロリムス、エキセメスタン、エキセナチド、アリサエマ・トリフィルム根抽出物、
クレマティティス（Ａｒｉｓｔｏｌｏｃｈｉａ　Ｃｌｅｍａｔｉｔｉｓ）抽出物、Ａｒｉ
ｚｏｎａ　Ａｓｈ抽出物、アリゾナイトスギ（Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｙｐｒｅｓｓ）抽出物
、ムラサキセンダイハギ（Ｂａｐｔｉｓｉａ　Ｔｉｎｃｔｏｒｉａ）根抽出物、ベニサン
ゴ（Ｃｏｒａｌｌｉｕｍ　Ｒｕｂｒｕｍ）抽出物、Ａｂｉｅｓ　Ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ抽
出物、トウアズキ種子抽出物、カシューナッツ抽出物、Ａｎａｃａｒｄｉｕｍ　Ｏｒｉｅ
ｎｔａｌｅ抽出物、アナミルタ種子抽出物、アルテミシア・シナ開花前先端部抽出物、オ
ウシュウヨモギ抽出物、アラム・トリファイラム抽出物、Ａｓｈ　Ａｒｉｚｏｎａ抽出物
、ホワイト・アッシュ抽出物、アスパラガス抽出物、アスペン抽出物、アスペルギルス・
フミガーツス抽出物、クロコウジカビ抽出物、オーストラリアンパイン抽出物、アボカド
抽出物、インドセンダン抽出物、バヒアグラス抽出物、ラクウショウ抽出物、メギ抽出物
、大麦食品抽出物、ヤマモモ（Ｂａｙｂｅｒｒｙ　Ｗａｘ　Ｍｙｒｔｌｅ）抽出物、ハチ
毒抽出物、ブナ抽出物、牛肉抽出物、ベラドンナリーフ抽出物、ベリス抽出物、Ｂｅｒｂ
ｅｒｉｓ　Ａｑｕａｒｉｕｓ抽出物、ヒイラギメギ抽出物、セイヨウメギ抽出物、セイヨ
ウメギ抽出物、ギョウギシバ抽出物、ベチュラ・アルバ抽出物、Ｂｉｒｃｈ　Ｂｌａｃｋ
抽出物、レッドリバーバーチ抽出物、ホワイトバーチ抽出物、ニガウリ抽出物、ブラック
コホシュ抽出物、黒鉛抽出物、黒ニセアカシア抽出物、黒コショウ抽出物、クログルミ花
粉抽出物、クロヤナギ抽出物、ワモンゴキブリ抽出物、トウヨウゴキブリ抽出物、チャバ
ネゴキブリ抽出物、スズメノカタビラ抽出物、トネリコバノカエデ抽出物、ブラジルナッ
ツ抽出物、ブロッコリー抽出物、ブロムグラス抽出物、ブリオニア抽出物、ソバ抽出物、
ブッシュマスター蛇毒抽出物、キンポウゲ抽出物、キャベツ抽出物、カクタス・グランデ
ィフロルス抽出物、カドミウム・スルフリクム抽出物、カフェイン抽出物、サケカルシト
ニン抽出物、キンセンカ抽出物、カリフォルニアライブオーク抽出物、コショウボク抽出
物、カリフォルニア黒グルミ花粉抽出物、塩化第一水銀抽出物、Ｃａｌｏｔｒｏｐｉｓ　
Ｇｉｇａｎｔｅａ抽出物、カンジダ・アルビカンス抽出物、カンジダ・パラプシローシス
抽出物、カンタロープ抽出物、ケアレスウィード抽出物、ニンジン抽出物、カバノキヒマ
シ油抽出物、カスター・エクウィ抽出物、ヒマシ油抽出物、ネコ体毛抽出物、ネコ皮抽出
物、ウシ上皮抽出物、セアノサス・アメリカヌス抽出物、ニレ（Ｃｅｄａｒ　Ｅｌｍ）抽
出物、シーダーマウンテン抽出物、赤杉抽出物、セロリ抽出物、カモミール植物抽出物、
チェストツリー抽出物、サクランボ抽出物、鶏肉抽出物、アキニレ抽出物、Ｃｈｉｏｎａ
ｎｔｈｕｓ　Ｖｉｒｇｉｎｉｃａ抽出物、キナノキ抽出物、シナモン抽出物、コロシント
ウリ果実抽出物、二枚貝抽出物、ヒカゲノカズラ抽出物、コールタール抽出物、Ｃｏｃｃ
ｕｌｕｓ　Ｃａｃｔｉ抽出物、コキュラス・インディカス抽出物、オナモミ抽出物、挽い
てないカカオ豆チョコレート抽出物、カカオバター抽出物、ココナッツ抽出物、タラ抽出
物、コーヒー属抽出物、Ｃｏｌｌｉｎｓｏｎｉａ　Ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ抽出物、Ｃｏｌ
ｌｉｎｓｏｎｉａ　Ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ根抽出物、コロイド状オートミール抽出物、コ
ンフリー植物抽出物、コンフリー根抽出物、オウシュウヨモギ抽出物、ヤマヨモギ抽出物
、糞人参抽出物、ドクニンジン抽出物、サンゴヘビ（Ｍｉｃｒｕｒｕｓ　Ｆｕｌｖｉｕｓ
）免疫グロブリン抗毒素（ウマ）抽出物、トウモロコシ抽出物、コットンリンター抽出物
、綿実抽出物、Ｃｏｔｔｏｎｗｏｏｄ　Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｃｏｍｍｏｎ抽出物、フレモン
トコットンウッド抽出物、ウェスタンコットンウッド抽出物、カニ抽出物、カンボク（Ｃ
ｒａｍｐ　Ｂａｒｋ）抽出物、キュウリ抽出物、コウイカ抽出物、アリゾナイトスギ抽出
物、ラクウショウ抽出物、ヒナギク抽出物、タンポポ抽出物、Ｄａｐｈｎｅ　Ｉｎｄｉｃ
ａ抽出物、セイヨウオニシバリ皮抽出物、ベラドンナ抽出物、ヒメスイバ（Ｄｏｃｋ　Ｓ
ｏｕｒ　Ｓｈｅｅｐ　Ｓｏｒｒｅｌ）抽出物、イエロードッグ抽出物、アメリカはりぐわ
（Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｃｏｔｔｏｎｗｏｏｄ　Ｃｏｍｍｏｎ）抽出物、エキナセア・アング
スティフォリア抽出物、エキナセア・アングスティフォリア抽出物、卵白抽出物、卵黄抽
出物、アメリカンエルム抽出物、Ｅｌｍ　Ｃｅｄａｒ抽出物、エロツズマブ抽出物、ヘラ
オオバコ（Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｐｌａｎｔａｉｎ）抽出物、セイヨウグルミ抽出物、セイヨ
ウグルミ花粉抽出物、ユーカリ抽出物、ユーカリオイル抽出物、フジバカマ抽出物、フジ
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バカマ花頂抽出物、ユーパトリウム・プルプレウム抽出物、コゴメグサ属抽出物、セイヨ
ウニワトコ抽出物、ニセブタクサ外皮抽出物、ヒラメ抽出物、ニオイウルシ抽出物、アメ
リカトネリコ抽出物、フレモントコットンウッド抽出物、淡水海綿抽出物、ヒナギク、フ
クス・ベシクロスス抽出物、キントラノオ花頂抽出物、ガーデンルー抽出物、ニンニク抽
出物、カロライナジャスミン抽出物、カロライナジャスミン根抽出物、ゲラニウム・マク
ラツム抽出物、チャバネゴキブリ抽出物、ショウガ抽出物、イチョウ抽出物、山羊乳抽出
物、アキノキリンソウ抽出物、ヒドラスチス抽出物、ホルトソウ抽出物、グレープフルー
ツ抽出物、グラファイト抽出物、生コーヒー抽出物、グリーンピース抽出物、モルモット
上皮抽出物、エノキ抽出物、ヘイゼルナッツ花粉抽出物、メキシコドクトカゲ毒抽出物、
ヘモグロビングルタミン酸－２００（ウシ）抽出物、ミツバチ抽出物、蜜抽出物、ホップ
抽出物、セイヨウトチノキ抽出物、ウマ上皮抽出物、馬の尾抽出物、インディアンムギセ
ンノウ抽出物、トコン抽出物、トコン根抽出物、バージニア・ライブ・オーク抽出物、ジ
ャーマンアイリス根抽出物、イタリアンライグラス抽出物、ヤラッパ抽出物、セイバンモ
ロコシ抽出物、ペルシャグルミ抽出物、ウェスタンジュニパー抽出物、セイヨウネズ抽出
物、サビナ葉付き小枝抽出物、エンピツビャクシン抽出物、ブッシュマスター抽出物、子
羊抽出物、ライマメ抽出物、ロブスター抽出物、ハリエンジュ台木以外の抽出物、黒穂病
こぼれ小麦抽出物、タイサンボク抽出物、アメリカハナノキ抽出物、かえで糖抽出物、マ
ーキングナッツ抽出物、ニワトコ（Ｍａｒｓｈｅｌｄｅｒ　Ｂｕｒｗｅｅｄ）抽出物、ラ
フマーシュエルダー抽出物、カモミール抽出物、ヒロハノウシノケグサ標準化グラス抽出
物、コバノブラッシノキ花粉抽出物、シナガワハギ抽出物、レモンバーム抽出物、メキシ
カン・ティー抽出物、マグネシア・ミルク抽出物、マリアアザミ抽出物、全乳抽出物、ア
ルニカ・モンタナ抽出物、シーダーマウンテン抽出物、マウンテンタバコ抽出物、マウス
上皮抽出物、マウス上皮抽出物、ムーコル・シルシネロイデスＦ．　Ｌｕｓｉｔａｎｉｃ
ｕｓ抽出物、ムコール・プランベウス抽出物、ムコール・ラセマサス抽出物、オウシュウ
ヨモギ抽出物、レッドマルベリー抽出物、ホワイトマルベリー抽出物、からし種子抽出物
、カリフォルニア・コースト・ライブ・オーク抽出物、レッドオーク抽出物、バージニア
・ライブ・オーク抽出物、ホワイトオーク抽出物、オート麦抽出物、オート麦わら抽出物
、野生オート花粉抽出物、オートミール抽出物、オート麦わら抽出物、からし油抽出物、
古いバルサム抽出物、オレアンダー抽出物、オリーブ抽出物、オリーブ花粉抽出物、玉ね
ぎ抽出物、オレンジ抽出物、カモガ抽出物、オリス根抽出物、カキ抽出物、ココパーム女
王ヤシ抽出物、スパニッシュフライ抽出物、パセリ抽出物、チャボトケイソウ抽出物、チ
ャボトケイソウ先端部抽出物、パッションフラワー抽出物、モモ抽出物、ピーナッツ抽出
物、西洋ナシ抽出物、ペカン抽出物、ペカン花粉抽出物、ペクチン抽出物、コショウボク
抽出物、コワモンゴキブリ抽出物、ブラックスプルース（Ｐｉｃｅａ　Ｍａｒｉａｎａ）
樹脂抽出物、アオゲイトウ抽出物、ハリビユ抽出物、トクサバモクマオウ抽出物、ホワイ
トパイン抽出物、イエローパイン抽出物、パイナップル抽出物、うずら豆インゲン豆抽出
物、サトウマツ抽出物、ヨーロッパアカマツ抽出物、ピスタチオ抽出物、セイヨウオオバ
コ抽出物、シャゼンシ抽出物、ヘラオオバコ抽出物、プラム抽出物、ドクニンジン抽出物
、ポイズン・アイビー抽出物、マチン抽出物、アメリカツタウルシ抽出物、モクヨクカイ
メン骨格抽出物、ハクヨウ抽出物、豚肉抽出物、キンセンカ抽出物、プレイリーセージ抽
出物、オオバコ抽出物、火打ち石（Ｐｕｒｅ　Ｆｌｉｎｔ）抽出物、ムラサキバレンギク
抽出物、シバムギ抽出物、ケブラコ抽出物、女王ヤシココパーム抽出物、クエカス（Ｑｕ
ｅｒｃｕｓ　Ｇｌａｎｄｉｕｍ　Ｓｐｉｒｉｔｕｓ）抽出物、ウサギ抽出物、ウサギ上皮
抽出物、ブタクサモドキ（Ｒａｇｗｅｅｄ　Ｆａｌｓｅ　Ｂｕｒ）抽出物、ブタクサ（Ｒ
ａｇｗｅｅｄ　Ｓｈｏｒｔ）抽出物、ブタクサ（Ｒａｇｗｅｅｄ　Ｓｌｅｎｄｅｒ）抽出
物、ブタクサ（Ｒａｇｗｅｅｄ　Ｓｏｕｔｈｅｒｎ）抽出物、オオブタクサ抽出物、ブタ
クサモドキ（Ｒａｇｗｅｅｄ　Ｗｅｓｔｅｒｎ）抽出物、腐りかけの牛肉抽出物、セイヨ
ウキンポウゲ抽出物、生アヘン（Ｒａｗ　Ｏｐｉｕｍ　Ｇｕｍ）抽出物、赤杉抽出物、ア
メリカハナノキ抽出物、レッドマルベリー抽出物、アカガシワ抽出物、赤タマネギ抽出物
、コヌカグサ抽出物、セイヨウイソノキ抽出物、Ｒｈｏｄｏｄｅｎｄｒｏｎ　Ｃｈｒｙｓ
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ａｎｔｈｕｍのキバナシャクナゲ葉抽出物、Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ　Ｒｕｂｒａ抽出物
、ルバーブ抽出物、リバーバーチ抽出物、ニセアカシア抽出物、Ｒｏｕｇｈ　Ｍａｒｓｈ
ｅｌｄｅｒ抽出物、アオゲイトウ（Ｒｏｕｇｈ　Ｐｉｇｗｅｅｄ）抽出物、アオゲイトウ
（Ｒｏｕｇｈ　Ｐｉｇｗｅｅｄ　Ｒｅｄｒｏｏｔ）抽出物、スイバ抽出物、タンブルウィ
ード抽出物、ヘンルーダ抽出物、ライ麦抽出物、ホソムギ抽出物、イタリアンライグラス
抽出物、プレイリーセージ抽出物、ヤマヨモギ抽出物、サケ抽出物、塩生草類抽出物、セ
ージ抽出物、ニワトコ属抽出物、サンギナリア・カナデンシス抽出物、サボンソウ根抽出
物、サボンソウ種抽出物、キオン属抽出物、センナ抽出物、イカ墨抽出物、血清性性腺刺
激ホルモン抽出物、ゴマ種子抽出物、シャグバークヒッコリー抽出物、ブタクサ（Ｓｈｏ
ｒｔ　Ｒａｇｗｅｅｄ）花粉アレルゲン抽出物、エビ抽出物、ブタクサ（Ｓｌｅｎｄｅｒ
　Ｒａｇｗｅｅｄ）抽出物、ナス抽出物、アキノキリンソウ抽出物、アキノキリンソウ花
頂抽出物、スイバ類ヒメスイバ抽出物、ブタクサ（Ｓｏｕｔｈｅｒｎ　Ｒａｇｗｅｅｄ）
抽
出物、ダイズ油抽出物、ホウレンソウ抽出物、ハリビユ抽出物、モクヨクカイメン骨格抽
出物、カボチャ，抽出物、Ｓｔ　Ｉｇｎａｔｉｕｓ　Ｂｅａｎ抽出物、セント・ジョーン
ズ・ワート抽出物、斑点病（Ｓｔｅｍｐｈｙｌｉｕｍ　Ｓｏｌａｎｉ）抽出物、イラクサ
抽出物、イチゴ抽出物、サヤマメ抽出物、タカラマメ（Ｓｔｒｙｃｈｎｏｓ　Ｉｇｎａｔ
ｉｉ）種子抽出物、マチン（Ｓｔｒｙｃｈｎｏｓ　Ｎｕｘ－Ｖｏｍｉｃａ）種子抽出物、
サトウカエデ抽出物、スイートコーン抽出物、サツマイモ抽出物、標準化ハルガヤ抽出物
、スイートガム抽出物、非系統スイートガム（Ｓｗｅｅｔｇｕｍ　Ｎｏｎ　Ｓｔｏｃｋ）
抽出物、アメリカスズカケノキ抽出物、ヒレハリソウ（Ｓｙｍｐｈｙｔｕｍ）抽出物、タ
レンテュラ・キュベンシス抽出物、Ｔａｒｅｎｔｕｌａ　Ｈｉｓｐａｎａ抽出物、ニオイ
ヒバ（Ｔｈｕｊａ　ＯＣＣ）抽出物、タバコ葉抽出物、トマト抽出物、マグロ抽出物、タ
ーキー肉抽出物、テレピン抽出物、テレピン油抽出物、クマコケモモ抽出物、カノコソウ
抽出物、バニラ抽出物、木炭抽出物、シラゲガヤ抽出物、バイケイソウ抽出物、バイケイ
ソウ根抽出物、ベラトラムバリッド抽出物、ビロードモウズイカ抽出物、バーベナ・ハス
タータ抽出物、セイヨウカンボク抽出物、セイヨウカンボク根抽出物、ニオイスミレ抽出
物、サンシキスミレ抽出物、クログルミ花粉抽出物、カリフォルニアクログルミ花粉抽出
物、セイヨウグルミ花粉抽出物、アマランサス（Ｗａｔｅｒ　Ｈｅｍｐ）抽出物、スイカ
抽出物、ウェスタンコットンウッド抽出物、ウェスタンジュニパー抽出物、ブタクサモド
キ（Ｗｅｓｔｅｒｎ　Ｒａｇｗｅｅｄ）抽出物、コムギ花粉抽出物、小麦黒穂病抽出物、
アメリカリョウブ（Ｗｈｉｔｅ　Ａｌｄｅｒ）抽出物、ホワイト・アッシュ抽出物、シラ
カンバ抽出物、ホワイトシダー抽出物、ホワイトマルベリー抽出物、ホワイトオーク抽出
物、白色酸化ヒ素抽出物、白色ワセリン抽出物、白色ワセリン鉱油抽出物、ホワイトパイ
ン抽出物、ハクヨウ抽出物、ジャガイモ抽出物、グリーンシードレスグレープ抽出物、ア
ルニカ全草抽出物、全卵抽出物、全粒抽出物、野生ホップ抽出物、ワイルドラベンダー抽
出物、カラスムギ花粉抽出物、ブラックウィロー抽出物、アネモネ抽出物、アメリカマン
サク抽出物、木クレオソート抽出物、ズルカマラ抽出物、駆虫草抽出物、糞人参（Ｗｏｒ
ｍｗｏｏｄ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ａｎｎｕａｌ）抽出物、ウィスィア・ヘレニオイドス抽出物
、ウィスィア・ヘレニオイドス根抽出物、出芽酵母（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　Ｃｅ
ｒｅｖｉｓｉａｅ）抽出物、イエロードッグ抽出物、イエロージャスミン抽出物、イエロ
ーパイン抽出物、Ｐｒｏｔｏｒｔｏｎｉａ　Ｃａｃｔｉ抽出物、エゾガビン、ソバ、ファ
ムシクロビル、ファモチジン、ファムフール、フェバンテル、牛胆汁（Ｆｅｌ　Ｔａｕｒ
ｉ）、フェルバメート、フェロジピン、フェンベンダゾール、フェノフィブラート、フェ
ノフィブラート、フェノルドパム、フェノプロフェン、フェンプロスタレン、フェンタニ
ル、鉄、ヒアリフマル酸第一鉄、フイッシュベリーフマル酸第一鉄、フェソテロジン、フ
ェキソフェナジン、フィブリノーゲン、インドボダイジュ、綿馬根、フィナステリド、フ
ィンゴリモド、フィロコキシブ、フラボン、フレカイニド、Ｆｌｏｒｂｅｔａｐｉｒ、フ
ロルフェニコール、フルコナゾール、フルシトシン、フルダラビン、フルデオキシグルコ
ース、フルドロコルチゾン、フルマゼニル、フルメタゾン、フルニソリド、フルニキシン
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、フルオシノニド、フルオレセイン、フッ化物、フルオロメトロン、フルオロウラシル、
フルオキセチン、フルオキシメステロン、フルフェナジン、フルプロステノール、フルラ
ラネル、フルドロキシコルチド、フルラゼパム、フルルビプロフェン、フルタミド、フル
チカゾン、フルバスタチン、フルボキサミン、フェンネル（Ｆｏｅｎｉｃｕｌｕｍ　Ｖｕ
ｌｇａｒｅ）、葉酸、ホリトロピン、ホメピゾール、ホルムアルデヒド、ホルマリン、ギ
酸、ヨーロッパアカヤマアリ（Ｆｏｒｍｉｃａ　Ｒｕｆａ）、ホルモテロール、フォサプ
レピタントジメグルミン、ホスカルネット、ホスホマイシントロメタミン、ホシノプリル
、ホスフェニトイン、フロバトリプタン、フルベストラント、フラゾリドン、フロセミド
、フザリウム、ガバペンチン、ガドベン酸塩、ガドジアミド、ガドテリドール、カドベル
セタミド、ガランタミン、スノードロップ、没食子酸、ガリウム、Ｇａｍｂｏｇｉａ、Ｇ
ａｍｉｔｈｒｏｍｙｃｉｎ、ガンシクロビル、ガニレリクス、ガチフロキサシン、グアイ
フェネシン、ヒメコウジ、ゲフィチニブ、ゼラチン、ゲムシタビン、ゲムフィブロジル、
ゲンタマイシン、ササリンドウ（Ｇｅｎｔｉａｎａ　Ｑｕｉｎｑｕｅｆｌｏｒａ）、グラ
チラマー、グレプトフェロン、グリメピリド、グリピジド、グロノイナム、グルカゴン、
グルコノラクトン、グルタミン酸、グルタチオン、グリブリド、グリセリン、グリシン、
グリコピロニウム、スペインカンゾウ、ハハコグサ、ゴールデンシール根、ゴナドレリン
、酢酸ゴナドレリン、ゴナドトロピン放出因子－ジフテリア毒素結合体、ゴセレリン、Ｇ
ｏｓｓｙｐｉｕｍ　Ｈｅｒｂａｃｅｕｍ、グラミシジン、グラニセトロン、Ｇｒａｐｉｐ
ｒａｎｔ、Ｇｒａｔｉｏｌａ　Ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ、グラゾプレビル、グリセオフル
ビン、Ｇｕａｃｏ、グアイフェネシン、グアイアコール、ユソウボク、グアイフェネシン
、グアイフェンシン、グアンファシン、乾燥ヘモフィルスｂ型ワクチン（髄膜炎菌タンパ
ク質結合体）、Ｈａｈｎｅｍａｎｎｓ　Ｃａｕｓｔｉｃｕｍ、ハルシノニド、ハロベタソ
ール、Ｈａｌｏｆｕｇｉｎｏｎｅ、ハロペリドール、ハロタン、ハロキソン、マンサク、
Ｈｅｄｅｏｍａ　Ｐｕｌｅｇｉｏｉｄｅｓ、ヘクララバ、ヒマワリ、Ｈｅｌｉｏｘ、ヘリ
ウム、コダチクリスマスローズ、ヘレボルス・ニゲル、Ｈｅｌｍｉｎｔｈｍｕｃｏｒ、ヘ
ロニアス（Ｈｅｌｏｎｉａｓ　Ｄｉｏｉｃａ）、ヘム鉄ポリペプチド、ヒヨス、エパー、
ヘパリン、七水和物、ヘタシリン、ヘタスターチ、ヘキサクロロフェン、ヘキサアミノレ
ブリン、ヒスタミン、ヒスチジン、ホマトロピン、ホモサレート、ヒトインスリン、９価
ヒトパピローマウイルスワクチン、４価ヒトパピローマウイルス（６型、１１型、１６型
、１８型）ワクチン、ヒト組換え体、抗Ｄ（Ｒｈｏ）ヒト免疫グロブリン、ホップ、ヒア
ルロン酸塩、ヒアルロニダーゼ、ヒドロコルチゾン、ヒドララジン、アメリカノリノキ、
ヒドラスチス（Ｈｙｄｒａｓｔｉｓ　Ｃａｎａｄｅｎｓｉｓ）、塩酸塩、ヒドロクロロチ
アジド、ヒドロコドン、ヒドロコルチゾン、ツボクサ葉（Ｈｙｄｒｏｃｏｔｙｌｅ　Ａｓ
ｉａｔｉｃａ）、フッ化水素酸、水素、水添パーム核油、ヒドロモルフォン、ヒドロキノ
ン、水和、ヒドロキソコバラミン、ヒドロキシクロロキン、ヒドロキシエチル、ヒドロキ
シウレア、ヒドロキシジン、ハイグロマイシンＢ、ヒヨスチアミン、ヒヨス、オトギリソ
ウ属、ヒプロメロース、イバンドロネート、Ｉｂｅｒｉｓ　ａｍａｒａ、イブプロフェン
、イブチリド、イクチオラム、イコデキストリン、イコサペント、イダルビシン、イダル
シズマブ、イホスファミド、イグナシア・アマーラ、Ｉｇｎａｔｉｕｓ　Ｂｅａｎ、ブル
ーフラッグ、イロペリドン、イマチニブ、イミダクロプリド、イミドカルブ、イミペネム
、イミプラミン、イミキモド、免疫グロブリン（ヒト）、不純物を含んだカルシウム、イ
ンコボツリヌストキソニア（Ｉｎｃｏｂｏｔｕｌｉｎｕｍｔｏｘｉｎａ）、インダカテロ
ール、インダパミド、インディゴ、インジナビル、インジウム、インドメタシン、インフ
リキシマブ、インフルエンザウイルスワクチン、インフルエンザイナム（Ｉｎｆｌｕｅｎ
ｚｉｎｕｍ）、インゲノール、インスリン、インターフェロン、ヨードチンキ、ヨウ化カ
ゼイン、ヨウ素、ヨージパミドメグルミン、ヨウ素、イオジキサノール、ヨードクロルヒ
ドロキシキン、イオヘキソール、イオパミドール、イオタラミック酸塩、イオベルソール
、イペカクアーナ、イピリムマブ、イプラトロピウム、イルベサルタン、イリジウム、イ
リノテカン、テナックス、ブルーフラッグ、鉄、イサブコナゾニウム、Ｉｓｏｄｉｕｍ、
イソフルプレドン、イソフルラン、イソロイシン、イソメテプテン、イソニアジド、イソ
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プロパミド、イソプロピルアルコール、イソプロテレノール、イソソルビド、イソトレチ
ノイン、イスラジピン、イトラコナゾール、イベルメクチン、イキサベピロン、イキセキ
ズマブ、ジャカランダ・カロバ、シロタエギク、ジャスティシア・アダトダ、Ｋａｌｉ　
Ａｒｓｅｎｉｃｏｓｕｍ、Ｋａｌｉ　Ａｒｓｅｎｉｃｕｍ、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒｏｍａ
ｔｅ、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒｏｍａｔｅバスラカラヤゴム、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒｏｍａ
ｔｅ標準ケンタッキーブルーグラス（６月）、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒｏｍａｔｅコキアフ
ァイヤーブッシュ、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒｏｍａｔｅ　ラタニア根、Ｂｅｃｈｒｏｍａｔ
ｅレモン、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒｏｍａｔｅセイヨウウサギギク、Ｋａｌｉ　Ｂｅｃｈｒ
ｏｍａｔｅレタス、カリ・ビクロミカム、Ｋａｌｉ　Ｂｒｏｍａｔｕｍ（臭化カリウム）
、Ｋａｌｉ　Ｃａｒｂｏｎａｔｅ（炭酸カリウム）、Ｋａｌｉ　Ｃａｒｂｏｎｉｃｕｍ（
炭酸カリウム）、Ｋａｌｉ　Ｉｏｄａｔｕｍ（ヨウ化カリウム）、Ｋａｌｉ　Ｍｕｒｉａ
ｔｉｃｕｍ（塩化カリウム）、Ｋａｌｉ　Ｍｕｒｉａｔｉｃｕｍ（塩化カリウム）、シリ
シア、Ｋａｌｉ　Ｎｉｔｒｉｃｕｍ、Ｋａｌｉ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃｕｍ（リン酸カリ
ウム）、Ｋａｌｉ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃｕｍ（リン酸カリウム）、Ｋａｌｉ　Ｓｕｌｐ
ｈｕｒｉｃｕｍ（硫酸カリウム）、Ｋａｌｉ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃｕｍ（リン酸カリウ
ム）、Ｍａｇｎｅｓｉａ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃａ（リン酸マグネシウム）、Ｎａｔｒｕ
ｍ　Ｐｈｏｓｐｈｏｒｉｃｕｍ（リン酸ナトリウム）、Ｋａｌｉ　Ｓｕｌｐｈ（硫酸カリ
ウム）、Ｋａｌｉ　Ｓｕｌｐｈｕｒｉｃｕｍ（硫酸カリウム）、アメリカシャクナゲ、カ
ナマイシン硫酸塩、カポック、ケタミン、ケタミン、ケトコナゾール、ケトプロフェン、
ケトロラク、ケトチフェン、ケトチフェン、クレオソータム、ラベタロール、ラッカナイ
ナム（犬の乳）、ラクデフロラタ（牛の乳）、ラックフェリナム（猫の乳）、Ｌａｃ　Ｖ
ａｃｃｉｎｕｍ（牛乳）、Ｌａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　Ｔｉｎｃｔｏｒｉａ、ラコサミド、
乳酸、Ｌａｃｔｉｃｕｍ　Ａｃｉｄｕｍ（乳酸）、ワイルドレタス、ラクツロース、ライ
ドロマイシン、オドリコソウ、ラミブジン、ラモトリギン、ラノリン、ランレオチド、ラ
ンソプラゾール、ラパチニブ、ラピス・アルブス、ゴボウ、ラサロシド、ラタノプロスト
、グラスピー、クロゴケグモ、ラウリン酸、セイヨウバクチノキ、緩下剤、Ｌ－システイ
ン、鉛、レシチン、イソツツジ属、イソツツジ、イソツツジ小枝、レフルノミド、コウキ
クサ、ペルタンドラ・ウィルギニカ、レシヌラド、レトロゾール、ロイシン、ロイコボリ
ン、ロイプロリド、レバルブテロール、レバミゾール、レベチラセタム、レボブノロール
、レボカルニチン、レボドパ、レボフロキサシン、レボロイコボリン、レボメフォラート
、レボミルナシプラン、レボノルデフリン、レボノルゲストレル、レボルファノール、レ
ボチロキシン、レブロース、リドカイン、オニユリ、リナクロチド、リナグリプチン、リ
ンコマイシン、リンデン、リネゾリド、リノレン酸、リオチロニン、リラグルチド、リシ
ノプリル、リチウム、リキシセナチド、コナカブトゴケ、ロベリア、ロドキサミドトロメ
タミン、ロペラミド、ロピナビル、ロラタジン、ロラゼパム、ロサルタン、ロテプレドノ
ール、ロバスタチン、ロキサピン、ルビプロストン、ルフェヌロン、トゲヘチマ、ルゴー
ル液、ルリコナゾール、ルメファントリン、ルプロスチオール、ルテイン、ヒカゲノカズ
ラ属、Ｌｙｃｏｐｕｓ　Ｖｉｒｇｉｎｉｃｕｓ、リジン、スパニッシュフライ、Ｍａｃｒ
ｏｃｒｙｓｔａｌｌｉｎｅ、マデュラマイシンアンモニウム、Ｍａｇ　Ｐｈｏｓ（リン酸
マグネシウム）、マグネシウム、マラチオン、マンガン、マンガン、マンニトール、マプ
ロチリン塩酸塩、マラビロク、マルボフロキサシン、マロピタント、マックスザイド、メ
ベ
ンダゾール、メブロフェニン、メカミルアミン、メカセルミン、メクロレタミン、メクリ
ジン、メクロフェナム酸塩、メデトミジン、メドロキシプロゲステロン、メフェナム酸、
メフロキン、メゲストロール、メラルソミン、メラトニン、酢酸メレンゲステロール、メ
ロキシカム、メルファラン、メマンチン、セイヨウハッカ、メントール、ミツガシワ、メ
ペンゾラート、メペリジン、Ｍｅｐｈｉｔｉｓ　Ｍｅｐｈｉｔｉｃａ、メピバカインＨ、
メポリズマブ、メプロバメート、メラジマート、メルカプトプリン、Ｍｅｒｃｕｒｉｕｓ
　Ｃｏｒｒｏｓｉｖｕｓ、Ｍｅｒｃｕｒｉｕｓ　Ｄｕｌｃｉｓ（塩化水銀）、Ｍｅｒｃｕ
ｒｉｕｓ　Ｉｏｄａｔｕｓ　Ｆｌａｖｕｓ（重ヨウカ水銀）、Ｍｅｒｃｕｒｉｕｓ　Ｉｏ
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ｄａｔｕｓ　Ｒｕｂｅｒ（重ヨウカ水銀）、Ｍｅｒｃｕｒｉｕｓ　Ｓｏｌｕｂｉｌｉｓ、
水銀（Ｍｅｒｃｕｒｏｕｓ）、水銀（Ｍｅｒｃｕｒｙ）、メロペネム、Ｍｅｒｔｉａｔｉ
ｄｅ、メサラジン、メスナ、メスキート、メタキサロン、メトホルミン、メサドン、メタ
ンフェタミン、メタゾラミド、メテナミン、チアマゾール、メチオニン、メトカルバモー
ル、メトトレキサート、メトキサレン、メトキシポリエチレングリコール・エポエチンベ
ータ、メトスコポラミン、メスクシミド、メチクロチアジド、サリチル酸メチル、メチル
ドパ、メチレンブルー、マレイン酸メチルエルゴノビン、メチルフェニデート、メチルプ
レドニゾロン、メチルプレドニゾロン、メチルサリチル酸塩、メチルテストステロン、メ
トクロプラミド、メトラゾン、メトプロロール、メトセルペイト、メトロニダゾール、メ
キシレチン、西洋オニシバリ、ミボレロン、ミカファンギン、ミコナゾール、ミダゾラム
、ミグリトール、ミグルスタット、ミルベマイシンオキシム、セイヨウノコギリソウ、ミ
ルナシプラン、ミルリノン、ミノサイクリン、ミノキシジル、ミラベグロン、ミルタザピ
ン、ミソプロストール、マイトマイシン、ミトタン、ミトキサントロン、ミバクリウム、
モダフィニル、モエキシプリル、モリブデン、モメタゾンフランカルボン酸エステル、モ
ネンシン、一塩基性、一水和物、モンテルカスト、モランテル、モルヒネ、モルイン酸塩
、ジャコウ、モキシデクチン、モキシフロキサシン、ムピロシン、Ｍｕｒｅｘ　Ｐｕｒｐ
ｕｒｅａ、Ｍｕｒｉａｔｉｃｕｍ　Ａｃｉｄｕｍ、ミコフェノール酸、トガリネズミ、シ
ロヤマモモ、Ｍｙｒｉｓｔｉｃａ　Ｓｅｂｉｆｅｒ、ミリスチル、ナビロン、ナブメトン
、ナドロール、ナファレリン、ナフシリン、ナフチフィン、Ｎａｊａ　Ｔｒｉｐｕｄｉａ
ｎｓ、ナルブフィン、ナロルフィン、ナロキセゴール、ナロキソン、ナルトレキソン、ナ
ンドロロン、ナファゾリン、ナフタリン、ナプロキセン、ナラシン、ナラトリプタン、Ｐ
ｈｏｓ　Ｎｕｔｍｅｇ、ナタマイシン、ナテグリニド、ナトラム、ネビボロール、ネシツ
ムマブ、ネドクロミル、ネファゾドン、ネララビン、ネオマイシン、ネオスチグミン、ネ
パフェナク、ネクイネート、Ｎｅｕｒｏｓｐｏｒａ　Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ、天然フッ化
ナトリウム、ネビラピン、ナイアシン、ナイカルバジン、ニカルジピン、ニッケル、ニコ
チン、ニフェジピン、ニグロスポラ属、ニロチニブ、ニルタミド、ニモジピン、ニンテダ
ニブ、ニソルジピン、ニテンピラム、硝酸、ニトロフラントイン、ニトロフラゾン、窒素
、ニトログリセリン、ニトロミド、亜酸化窒素、ニボルマブ、ニザチジン、ノルエルゲス
トロミン、ノルエピネフリン、ノルエチステロン、ノルゲスチマート、ノルゲストメット
、ノルゲストレル、ノルトリプチリン、ノボビオシン、Ｎｕｘ　Ｍｏｓｃｈａｔａ（ナツ
メグ）、ホミカ、ナイスタチン、カミメボウキ、オクティノクセイト、オクチサレート、
オクラシチニブ、オクティノクセイト、オクチサレート、オクタベンゾン、オクトクリレ
ン、オクトレオチド、オエナンテ・クロカタ、オファツムマブ、オフロキサシン、オラン
ザピン、オラパリブ、オララツマブ、オレイン酸ナトリウム、オルメサルタンメドキソミ
ル、オロダテロール、オロパタジン、オルサラジン、オムビタスビル、オメプラゾール、
オナボツリヌス毒素、オンダンセトロン、Ｏｎｏｓｍｏｄｉｕｍ　Ｖｉｒｇｉｎｉａｎｕ
ｍ（グラベルウィード）、Ｏｏｐｈｏｒｉｎｕｍ、アヘン、センニンサボテン、オルビフ
ロキサシン、オルゴテイン、オルリスタット、オルメトプリム、オルフェナドリンクエン
酸塩、オセルタミビルリン酸塩、オシメルチニブ、Ｏｓｍｉｕｍ　Ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ
、オバトスタ、ジゴキシン免疫Ｆａｂフラグメント（ヒツジ）、オキサシリン、Ｏｘａｌ
ｉｃｕｍ　Ａｃｉｄｕｍ、オキサリプラチン、オキサンドロロン、オキサプロジン、オキ
サゼパム、オクスカルバゼピン、オクティノクセイト、オキシベンダゾール、オキシコナ
ゾール、酸化アルミニウム、オキシベンゾン、オキシブチニン、オキシコドン、酸素、オ
キシメタゾリン、オキシモルホン、オキシキノリン、オキシテトラサイクリン、オキシト
シン、パクリタキセル、パディメートＯ、オランダシャクヤク、パルボシクリブ、パリペ
リドン、Ｐａｌｌａｄｉｕｍ　Ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ、パマブロム、パミドロン酸塩、パ
ンクレリパーゼ、パンクロニウム、パノビノスタット、パントプラゾール、パントテン酸
、パパベリン、パラフィン、Ｐａｒｅｉｒａ　Ｂｒａｖａ、パリカルシトール、クルマバ
ツクバネソウ、パリタプレビル、パロキセチン、パシレオチド、パゾパニブ、Ｐｅｇ－３
３５０、ペグアスパラガーゼ、ペグボビグラスチム、ペグインターフェロンアルファ－２
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ａ、ペグインターフェロンアルファ２ｂ、ペグビソマント、ペムブロリズマブ、ペメトレ
キセド、ペンシクロビル、ペニシラミン、ペニシリンＧ、ペニシリンＶ、ペニシリウム・
クリソゲナム、ペニシリウム・グラブラム、ペニシリウム・ロックフォルティ、５価、ペ
ンタゾシン、ペントバルビタール、ペントスタチン、ペントキシフィリン、ペルフルトレ
ン、ペルゴリドメシル酸塩、ペリンドプリルエルブミン、ペルメトリン、ペルフェナジン
、ワセリン、石油、オランダゼリ属、Ｐｈｅｌｌａｎｄｒｉｕｍ　Ａｑｕａｔｉｃｕｍ、
フェナゾピリジン、フェンジメトラジン、フェネルジン、マレイン酸フェニラミン、フェ
ノバルビタール、フェノール、フェノチアジン、フェノキシベンザミン、フェナゾピリジ
ン、フェンテルミン、フェントラミン、フェニレフリン、サリチル酸フェニル、フェニル
アラニン、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸、フェニルブタゾン、フェニレフリン
、フェニルプロパノールアミン、フェニルトロキサミン、フェニトイン、Ｐｈｏｍａ　Ｈ
ｅｒｂａｒｕｍ、リン、ホスメット、リン酸鉄（ＩＩＩ）、リン含有炭水化物（Ｐｈｏｓ
ｐｈｏｒａｔｅｄ　Ｃａｒｂｏｈｙｄｒａｔｅ）、リン酸、リン、ホオズキ、カラバルマ
メ、アメリカヤマゴボウ根、ヨウシュヤマゴボウ、フィロキノン、ピクリン酸、Ｐｉｃｒ
ｉｃｕｍ　Ａｃｉｄｕｍ、ピロカルピン塩酸塩、ピロカルプス、ピメクロリムス、ピモベ
ンダン、ピンドロール、ピオグリタゾン、ピペラシリン、ピペラジン、ピペロニル、ピル
リマイシン、ピロキシカム、下垂体黄体形成ホルモン、Ｐｉｘ　Ｌｉｑｕｉｄａ、白金、
プレリキサフォル、鉛、Ｐｏｄｏｆｉｌｏｘ、ポドフィルム、ポドフィラム樹脂、ポロキ
サレン、ポリエチレン、ポリミキシン、ポリオキシエチレン、ツガサルノコシカケ、ポリ
ソルベート８０、過硫酸化グリコサミノグリカン、ポリビニルアルコール、パナズリル、
ポラクタントアルファ、ブタ、ポサコナゾール、カリウム、Ｐｏｔｈｏｓ　Ｆｏｅｔｉｄ
ｕｓ、ポビドン、プラドフロキサシン、塩化プラリドキシム、プラミペキソール、プラム
リンタイド、プラモキシン、プラスグレル、プラバスタチン、プラジカンテル、プラゾシ
ン、プレドニカルバート、プレドニゾロン、プレドニゾン、プレガバリン、プリロカイン
、プリマキン、プリミドン、イボタノキ、プロペルシド、プロカインアミド、プロクロル
ペラジン、プロゲステロン、プログアニル、プロリン、プロマジン、プロメタジン、プロ
パフェノン、プロピオプロマジン、プロポフォール、プロポキシフェン、プロプラノロー
ル、プロピレン、プロピルヘキセドリン、プロピルチオウラシル、プロスタレン、プロト
リプチリン、ポビドンヨード、スピノサスモモ、プソイドエフェドリン、Ｐｕｌｌｕｌａ
ｒｉａ　Ｐｕｌｌｕｌａｎｓ、オキナグサ属、ピランテル、ピラジナミド、ジョチュウギ
ク、ピリドスチグミン、ピリドキシン、ピリルアミン、ピリメタミン、ジンクピリチオン
、パイロジェン、クアシアアマラ木、クエチアピン、キナプリル、キニジン、ラバクフォ
サディン、ラベプラゾール、ラセピネフリン、ラクトパミン、ラジウム、ラロキシフェン
、ラルテグラビル、ラミプリル、ラムシルマブ、ラニチジン、ハツカダイコン、ラサギリ
ン、ラスブリカーゼ、ラタニア、インドジャボク、組換え体、レガデノソン、レパグリニ
ド、レセルピン、レゾルシノール、レタパムリン、ダイオウ、ロジウム、ＲｈｕｓＧｌａ
ｂｒａ、コメ、リバビリン、リボシクリブ、リボフラビン、トウゴマ、リファブチン、リ
ファンピシン、リファペンチン、リルゾール、Ｒｉｍａｂｏｔｕｌｉｎｕｍｔｏｘｉｎｂ
、リマンタジン、リメキソロン、リセドロン酸塩、リスペリドン、リトナビル、リバスチ
グミン、リザトリプタン、ロベナコキシブ、ロベニジン、Ｒｏｂｉｎｕｌ、ロクロニウム
、ロフルミラスト、ロミフィジン、ロピニロール、ロピバカイン、ロシグリタゾンマレイ
ン酸塩、ロスバスタチンカルシウム、ロキサルソン、風疹、ルビジウム、ヘンルーダ、サ
バジラ、ノコギリヤシ、サビナ、出芽酵母、乳糖、サクビトリル、サリチル酸、サリチル
アミド、食塩水、サリノマイシン、アメリカポッキリヤナギ、サルメテロール、サルサラ
ート、サマリウムＳＭ　１５３レキシドロナム、サントニナム、サキナビルメシル酸塩、
Ｓａｒｃｏｌａｃｔｉｃｕｍ　Ａｃｉｄｕｍ、サルグラモスチム、Ｓａｒｏｃｌａｄｉｕ
ｍ　Ｓｔｒｉｃｔｕｍ、サロラネル、ムラサキヘイシソウ、サルサパリラ、サクサグリプ
チン、シゾキトリウム属由来ＤＨＡオイル、スコパラミン、スコポラミン、セイヨウゴマ
ノハグサ、バージニアスカルキャップ、麦角、セコバルビタール、セクキヌマブ、セラメ
クチン、セラン、セレギリン、セレニウム、セレノメチオニン、センデュラマイシン、セ
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ンノシド、セリン、セルタコナゾール、セルトラリン、炭酸セベラマー、セボフルラン、
サメ肝油、シルデナフィル、シリカ、シリコン、銀、シメチコン、シンバスタチン、Ｓｉ
ｎａｐｉｓ　Ｎｉｇｒａ、シンカリド、シネカテキンス、シロリムス、シタグリプチン、
Ｓｋａｔｏｌｕｍ、ナトリウム、ヒアリ、ソマトロピン、ソニデギブ、ソルビトール、ソ
タロール、スペクチノマイシン、スピゲリア属、スピノサド、スピロノラクトン、Ｓｐｏ
ｎｇｉａ　Ｔｏｓｔａ、第一すず、スタノゾロール、スタッフサグリア、デンプン、スタ
ブジン、コハコベ、Ｓｔｉｃｔａ　Ｐｕｌｍｏｎａｒｉａ、トウモロコシヒゲ、朝鮮朝顔
、ストレプトマイシン、ストレプトゾシン、ストロンチウム、Ｓｔｒｏｐｈａｎｔｈｕｓ
　Ｈｉｓｐｉｄｕｓ、スキサメトニウム、スクラルファート、スフェンタニル、スガマデ
クス、スルバクタム、スルコナゾール、スルファブロモメタジン、スルファセタミド、ス
ルファクロルピリダジン、スルファジアジン、スルファジメトキシン、スルファエトキシ
ピリダジン、スルファメラジン、スルファメサジン、スルファメチゾール、スルファメト
キサゾール、スルファニルアミド、スルファニトラン、スルファキノキサリン、サラゾス
ルファピリジン、スルフイソキサゾール、スルホムチン、硫黄、スリンダク、硫化アンチ
モン、硫黄、スマトリプタン、スマトリプタン、コハク酸、Ｓｕｍｂｕｌ、スニチニブリ
ンゴ酸塩、スボレキサント、Ｓｙｚｙｇｉｕｍ　Ｊａｍｂｏｌａｎｕｍ、タバコ属、タバ
コ属オオブタクサ、タクロリムス、タダラフィル、タルク、タリグルセラーゼアルファ、
タモキシフェンクエン酸塩、タムスロシン塩酸塩、タンジー、タンニン酸、タペンタドー
ル、セイヨウタンポポ、吐酒石、酒石酸、タウリン、タバボロール、タザロテン、タゾバ
クタム、タゾバクタム、テクニチウム、テルビブジン、テリスロマイシン、Ｔｅｌｌｕｒ
ｉ
ｕｍ　Ｍｅｔａｌｌｉｃｕｍ、テルミサルタン、テマゼパム、テモゾロミド、テムシロリ
ムス、テノホビルジソプロキシルフマル酸塩、テポキサリン、テラゾシン、テルビナフィ
ン、テルブタリン、テルコナゾール、テレビンチナ、テリパラチド、テストステロン、破
傷風、テトラカイン、テトラサイクリン、テトラフルオロほう酸、テトラヒドロゾリン、
テトラキス、キャットタイム、タリウム、タリウム、Ｔｈａｓｐｉｕｍ　Ａｕｒｅｕｍ、
チャノキ、テニウムクロシラート（Ｔｈｅｎｉｕｍ　Ｃｌｏｓｙｌａｔｅ）、テオフィリ
ン、ヒメグモ属、チアベンダゾール、チアールバルビトン、チアミン、チアミン、チアミ
ラール、チオペンタール、チオリダジン、Ｔｈｉｏｓｉｎａｍｉｎｕｍ、チオストレプト
ン、チオテパ、チオチキセン、Ｔｈｌａｓｐｉ　Ｂｕｒｓａ－Ｐａｓｔｏｒｉｓ、トレオ
ニン、ヒトトロンビン、チモール、ヨウシュイブキジャコウソウ、サイロイダイナム、チ
アガビン、チアムリン、チカグレロル、チカルシリン、チクロピジン、チゲサイクリン、
チルジピロシン、チレタミン、セイヨウシナノキ、チルミコシン、チルドロン酸塩、チモ
ロールマレイン酸塩、安息香チンキ、チニダゾール、チオコナゾール、チオプロニン、チ
オキシダゾール、チプラナビル、チタン、チザニジン、Ｔｌ　２０１、トブラマイシン、
トセラニブ、トコフェリル酸（Ｔｏｃｏｐｈｅｒｙｌ　Ａｃｉｄ）、コハク酸塩、トファ
シチニブ、トラザミド、トラゾリン、トルブタミド、トルカポン、トルメティン、トルナ
フタート、トルテロジン、トルエン、トピラマート、トポテカン、トレミフェン、トラセ
ミド、アメリカツタウルシ葉、トラマドール、トラメチニブ、トランドラプリル、トラネ
キサム酸、トラニルシプロミン、トラボプロスト、トラゾドン、トレンボロン、トレチノ
イン、トリアムシノロン、トリアムテレン、トリアゾラム、三塩基、トリカイン、トリク
ロルホン、トリクロルホン、トリクロルメチアジド、トリクロロ酢酸、トリコフィトン属
、トリクロカルバン、トリクロサン、トリエンチン、トリフルオペラジン、ムラサキツメ
クサ、シロツメクサ、トリヘキシフェニジル、トリロスタン、トリメプラジン、トリメタ
ジオン、トリメトプリム、トリペレナミン、トリプロリジン、トロラミン、トロメタミン
、トロピカミド、トロスピウム、トリプシン、トリプトファン、ツラスロマイシン、チロ
シン、チルバロシン、チロシン、ウメクリジニウム、ウンデシレン酸、Ｕｒａｎｉｕｍ　
Ｎｉｔｒｉｃｕｍ、尿素、ウルソジオール、ヒメイラクサ、トウモロコシ黒穂菌、バラシ
クロビル、バルガンシクロビル塩酸塩、バリン、バルプロ酸塩、バルプロ酸、バルサルタ
ン、バンコマイシン、バンデタニブ、バルデナフィル、バレニクリン、バソプレシン、ベ
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クロニウムＢ、ベネトクラックス、ベンラファキシン、ビランテロール、ビラゾドン、ヒ
メツルニチニチソウ、ビンクリスチン、ビノレルビン、バージニアマイシン、ヤドリギ、
ビタミンＡ、ビタミンＢ６、ビタミンＣ、ビタミンＤ、ビタミンＤ３、ビタミンＥ、ボラ
パキサル、ボリコナゾール、ボリノスタット、Ｗａｌ－Ｚａｎ、Ｗａｌ－Ｚｙｒ、ワルフ
ァリン、Ｘａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　Ｆｒａｘｉｎｅｕｍ、Ｘ線、キシラジン、ヨヒンビン
、Ｙｏｈｉｍｂｉｎｕｍ、ザフィルルカスト、ザレプロン、ザナミビル、Ｚａｖａｒａ、
ゼラノール、ジドブジン、ジロートン、ジルパテロール、亜鉛、ショウガ、ジプラシドン
、Ｚｉｖ－Ａｆｌｉｂｅｒｃｅｐｔ、ゾアレン、ゾラゼパム、ゾレドロン酸、ゾルミトリ
プタン、ゾルピデム、ゾニサミド。
【００３９】
　一部の実施形態では、前記有効成分を家畜への使用を目的としてもよい。そのような薬
物には、これに限定されるものではないが、２－メルカプトベンゾチアゾール、アセプロ
マジンマレイン酸塩、アセタゾラミドナトリウム、アセチルサリチル酸、アフォキソラネ
ル、アクロミド、アルベンダゾール、サルブタモール硫酸塩、アルファキサロン、アルト
レノジスト、アミカシン硫酸塩、アミノペンタミド硫酸水素塩、フマル酸アミノプロパジ
ン、アミトラズ、塩化アンモニウム、アモキシシリン三水和物、アンホミシンカルシウム
、無水アンピシリン、アンピシリンナトリウム、アンピシリン三水和物、アンプロリウム
、硫酸アプラマイシン、アルセナミドナトリウム、アチパメゾール塩酸塩、アトロピン、
アタパルジャイト、アビラマイシン、アザペロン、バシトラシンメチレンジサリチル酸塩
、亜鉛バシトラシン、ペルーバルサム油、バンベルマイシン、β－アミノプロピオニトリ
ル、ベタメタゾン吉草酸エステル、ベタメタゾン酢酸エステル、ベタメタゾンジプロピオ
ン酸エステル、ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム、ベタメタゾン吉草酸エステル、
次炭酸ビスマス、ウンデシレン酸ボルデノン、ウシソマトトロピン（ｓｏｍｅｔｒｉｂｏ
ｖｅ　ｚｉｎｃ）、塩酸ブナミジン、ブピバカイン、ブプレノルフィン、バクイノレート
、硫酸ブタカイン、ブタミソール塩酸塩、ブトルファノール酒石酸塩、カンベンダゾール
、カプロモレリン、エジシル酸カラミフェン（ｃａｒａｍｉｐｈｅｎ　ｅｄｉｓｙｌａｔ
ｅ）、カルバドックス、カルボマイシン、二酸化炭素、クエン酸カルフェンタニル、カル
ニダゾール、カルプロフェン、ひまし油、セファドロキシル、セフォベシンナトリウム、
セフポドキシムプロキセチル、結晶性遊離酸セフチオフル、セフチオフル塩酸塩、セフチ
オフルナトリウム、セファレキシン、セファピリンベンザチン、セファピリンナトリウム
、抱水クロラール、クロラミンＴ・三水和物、クロラムフェニコール、クロラムフェニコ
ールパルミチン酸エステル、クロルヘキシジン酢酸塩、クロルヘキシジン塩酸塩、クロロ
ブタノール、リン酸クロロキン、クロロチアジド、クロルフェネシンカルバミン酸エステ
ル、クロルテトラサイクリン、重硫酸クロルテトラサイクリン、クロルテトラサイクリン
カルシウム錯体、クロルテトラサイクリン塩酸塩、絨毛性ゴナドトロピン、キモトリプシ
ン、クエン酸、クラブラン酸カリウム、クレンブテロール塩酸塩、クリンダマイシン塩酸
塩、クロドロン酸塩、クロミプラミン塩酸塩、クロピドール、クロプロステノールナトリ
ウム、クロルスロン、クロトリマゾール、クロキサシリンベンザチン、クロキサシリンナ
トリウム、コリスチンメタナトリウム、コロイド状酸化第二鉄、ナフテン酸銅、コルチコ
トロピン、クマホス、ビスグリシン銅（ＩＩ）、シクロスポリン、シクロスポリン経口液
剤、シチオアート、ダノフロキサシン、デコキネート、デラコキシブ、デスロレリン酢酸
塩、ピバリン酸デスオキシコルチコステロン、デトミジン塩酸塩、デキサメタゾン、デキ
サメタゾンリン酸エステルナトリウム、デキサメタゾン－２１－イソニコチナート、デク
スメデトミジン、デクスメデトミジン塩酸塩、デキストロース、ジアトリゾ酸メグルミン
、ジアトリゾ酸ナトリウム、ジブカイン塩酸塩、ジクロロフェン、ジクロルボス、ジクラ
ズリル、ジクロフェナクナトリウム、ジクロキサシリンナトリウム一水和物、ジエチルカ
ルバマジンクエン酸塩、ジフロキサシン塩酸塩、ジヒドロストレプトマイシン硫酸塩、ジ
メチルスルホキシド、ジノプロストトロメタミン、ジケトピペラジン硫酸塩、ジプレノル
フィン塩酸塩、ジルロタピド、ヨウ化ジチアザニン、ドンペリドン、ドラメクチン、ドキ
サプラム塩酸塩、ドキシサイクリン塩酸塩水和物、コハク酸ドキシラミン、ドロペリドー
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ル、エフロトマイシン、ｅｍｂｕｔｒａｍｉｄ、エモデプシド、エナラプリルマレイン酸
塩、エンロフロキサシン、エプリノメクチン、エプシプランテル、エリスロマイシン、リ
ン酸エリスロマイシン、エリスロマイシンチオシアン酸塩、エストラジオール、安息香酸
エストラジオール、エストラジオール吉草酸エステル、エストリオール、エトバベート、
塩酸エチルイソブトラジン、エトドラク、エトルフィン塩酸塩、ファンファー、フェバン
テル、フェンベンダゾール、フェンプロスタレン、フェンタニル、フェンタニルクエン酸
塩、フェンチオン、フィロコキシブ、フロルフェニコール、フルメタゾン、酢酸フルメタ
ゾン、フルニキシンメグルミン、フルオシノロンアセトニド、フルオキセチン塩酸塩、フ
ルプロステノールナトリウム、フルララネル、濾胞刺激ホルモン、ホルマリン、フラゾリ
ドン、フロセミド、ガミスロマイシン、ゼラチン、ゲンタマイシン硫酸塩、ゲンタマイシ
ン硫酸塩（ＵＳＰ）、グレプトフェロン、グリシン、グリコピロニウム、酢酸ゴナドレリ
ン、ゴナドレリン酢酸塩四水和物、ゴナドレリン塩酸塩、性腺刺激ホルモン放出ホルモン
－ジフテリアトキソイド結合体、グラピプラント、グリセオフルビン、グアイフェネシン
、臭化水素酸ハロフジノン、ハロタン、ハロキソン、ヘリウム、ヘモグロビングルタマー
－２００（ウシ）、ヘタシリンカリウム、ヒアルロン酸ナトリウム、塩酸塩、ヒドロクロ
ロチアジド、ヒドロコルチゾン、アセポン酸ヒドロコルチゾン、酢酸ヒドロコルチゾン、
過酸化水素、ハイグロマイシンＢ、イミダクロプリド、ジプロピオン酸イミドカルブ、ヨ
ウ素化カゼインを、ヨードクロルヒドロキシキン、デキストラン鉄錯塩、イソフルプレド
ンアセタート、イソフルラン、ヨウ化イソプロパミド、イトリゾール、イベルメクチン、
カナマイシン硫酸塩、ケタミン、ケタミン塩酸塩、ケトプロフェン、プロピオン酸ライド
ロマイシンカリウム、ラサロシド、ラサロシドナトリウム、レバミゾール、レバミソール
塩酸塩、レバミゾールリン酸塩、レバミゾール樹脂酸塩、レボチロキシンナトリウム、リ
ドカイン、リンコマイシン、リンコマイシン塩酸塩、リンコマイシン塩酸塩一水和物、リ
オチロニンナトリウム、ルフェヌロン、ルプロスチオール、マデュラマイシンアンモニウ
ム、硫酸マグネシウム、マルボフロキサシン、マロピタント、メベンダゾール、メクロフ
ェナム酸、メデトミジン塩酸塩、メディカルエアー、酢酸メゲストロール、メラルソミン
二塩酸塩、メラトニン、酢酸メレンゲストロール、メロキシカム、塩酸メピバカイン、マ
ンデル酸ヘキサミン、メトカルバモール、メチルプレドニゾロン、メチルプレドニゾロン
酢酸エステル、塩酸メトセルペイト、ミボレロン、ミコナゾール硝酸塩、ミルベマイシン
オキシム、フランカルボン酸モメタゾン、無水フランカルボン酸モメタゾン、フランカル
ボン酸モメタゾン一水和物、モネンシン、モネンシンナトリウム、モネシン（ＵＳＰ）、
酒石酸モランテル、モキシデクチン、ムピロシン、ミリストイル・ガンマー塩化ピコリニ
ウム、塩酸ナロルフィン、ナルトレキソン塩酸塩、ナプロキセン、ナラシン、塩化ｎ－ブ
チル、臭化ｎ－ブチルスコポラミン、ネオマイシン、パルミチン酸ネオマイシン、ネオマ
イシン硫酸塩、ネオスチグミンメチル硫酸塩、ネクイネート、ｎｆ、ナイカルバジン、ニ
テンピラム、ニトロフラゾン、窒素、ニトロミド、亜酸化窒素、ノルゲストメット、ノボ
ビオシン、ノボビオシンナトリウム、ナイスタチン、オクラシチニブ、オレイン酸ナトリ
ウム、オメプラゾール、ｏｐＡＦＰ?ＧＨｃ２　ｒＤＮＡ構成物、オルビフロキサシン、
オルゴテイン、オルメトプリム、オクスフェンダゾール、オキシベンダゾール、酸素、オ
キシテトラサイクリン、オキシテトラサイクリン（モノアルキルトリメチルアンモニウム
塩）、オキシテトラサイクリン二水和物、オキシテトラサイクリン塩酸塩、オキシトシン
、ペグボビグラスチム、ベンザシンペニシリンＧ、ベンジルペニシリンカリウム、ペニシ
リンＧプロカイン塩、ペニシリンＶカリウム塩、乳酸ペンタゾシン、ペントバルビタール
、ペントバルビタールナトリウム、ペルゴリドメシル酸塩、フェノチアジン、フェニルブ
タゾン、塩酸フェニルプロパノールアミン、フェニトインナトリウム、ホスメット、ピモ
ベンダン、クエン酸ピペラジン、ピペラジン二塩酸塩、ピペラジン塩酸塩、ピペラジン一
塩酸塩、ピペラジンリン酸塩、ピペラジン－二硫化炭素錯体、ピルリマイシン塩酸塩、下
垂体黄体形成ホルモン、ポロキサレン、ポリミキシンＢ硫酸塩、ポリオキシエチレン（２
３）ラウリルエーテル、過硫酸化グリコサミノグリカン、ポナズリル、ブタインスリン亜
鉛、ブタ下垂体由来卵胞刺激ホルモン、ポサコナゾール、カリウム、クエン酸カリウム、
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リン酸カリウム、プラドフロキサシン、塩化プラリドキシム、プラジカンテル、プレドニ
ゾロン、プレドニゾロン酢酸エステル、プレドニゾロンリン酸エステルナトリウム、コハ
ク酸メチルプレドニゾロンナトリウム、ブチル酢酸プレドニゾロン、プレドニゾロン、プ
リミドン、プロクロルペラジンマレイン酸塩、プロクロルペラジンエディシレート、プロ
クロルペラジンマレイン酸塩、プロゲステロン、プロマジン塩酸塩、塩酸プロパラカイン
、プロピオニルプロマジン塩酸塩、プロポフォール、プロスタレン、ピランテルパモ酸塩
、酒石酸ピランテル、マレイン酸ピリラミン、ピリメタミン、ｒａｂａｃｆｏｓａｄｉｎ
ｅ、塩酸ラクトパミン、ロベナコキシブ、ロベニジン塩酸塩、ロミフィジン塩酸塩、ロキ
サルソン、サリノマイシンナトリウム、サロラネル、セコバルビタールナトリウム、セラ
メクチン、セレギリン塩酸塩、二硫化セレン、センデュラマイシンナトリウム、センデュ
ラマイシンナトリウムバイオマス、血清性性腺刺激ホルモン、セボフルラン、スルファジ
アジン銀、塩化ナトリウム、亜セレン酸ナトリウム、スルファクロピロピラジンナトリウ
ム一水和物、スルファクロルピリダジンナトリウム、スルファメタジンナトリウム、スペ
クチノマイシン、スペクチノマイシン二塩酸塩五水和物、スペクチノマイシン塩酸塩五水
和物、スペクチノマイシン硫酸塩四水和物、スピノサド、スタノゾロール、ストレプトマ
イシン硫酸塩、スルファブロモメタジンナトリウム、スルファクロルピリダジン、スルフ
ァジアジン、スルファジアジンナトリウム、スルファジメトキシン、スルファエトキシピ
リダジン、スルファメラジン、スルファメタジン、スルファメタジン重硫酸塩、スルファ
メチゾール、スルファニトラン、スルファキノキサリン、スルファキノキサリンナトリウ
ム、スルフイソキサゾール、スルホムチン、テポキサリン、テルビナフィン、テストステ
ロンプロピオン酸エステル、テトラカイン塩酸塩、テトラサイクリン、テトラサイクリン
塩酸塩、テトラサイクリンリン酸塩、テニウムクロシラート、チアベンダゾール、チアー
ルバルビトンナトリウム、チアミラールナトリウム、チオペンタールナトリウム、チオス
トレプトン、甲状腺刺激ホルモン、チアムリン、フマル酸水素チアムリン、チカルシリン
ナトリウム、チルジピロシン、チレタミン塩酸塩、チルミコシンリン酸塩、チルドロン酸
二ナトリウム、チオキシダゾール、リン酸トセラニブ、トラゾリン塩酸塩、トルナフター
ト、トルエン、酢酸トレンボロン、トリアムシノロンアセトニド、トリカインメタンスル
ホナート、トリクロルホン、トリクロルメチアジド、塩酸トリフルプロマジン、トリロス
タン、アリメマジン酒石酸塩、トリメトプリム、塩酸トリペレナミン、酢酸トリプトレリ
ン、トリプシン、ツラスロマイシン、チロシン、リン酸チロシン、タイロシン酒石酸塩、
チルバロシン、チルバロシン酒石酸塩、クロトリマゾール、バージニアマイシン、ビタミ
ンＥ、キシラジン、キシラジン塩酸塩、ヨヒンビン塩酸塩、ゼラノール、ジルパテロール
、塩酸ジルパテロール、グルコン酸亜鉛、ゾアレン、およびゾラゼパム塩酸塩を含む。
【００４０】
　様々な実施形態の組成物は、上記に同定されたいかなる有効成分またはそれらの組み合
わせも有効量で含んでもよい。例えば、これに限定されるものではないが、溶液、粉末、
乳濁液、懸濁液、固体、半固体、軟膏、ペースト、クリーム、ゲルおよびゼリー、泡、ま
たはエアロゾルなど、そのような局所投与用組成物は、約０．０１ｗｔ．％～約５０ｗｔ
．％の有効成分を含んでもよく、または一部の実施形態では、約０．１ｗｔ．％～約２５
ｗｔ．％の有効成分またはこれらの例の範囲に含まれるいかなる量を含んでもよい。当業
者は、上記に同定された有効成分に関わる既知の因子を基に、前記用量を決定することが
できる。一部の実施形態では、前記治療有効量が約１ｍｇ～約１０００ｍｇ、約１ｍｇ～
約９００ｍｇ、約１ｍｇ～約８００ｍｇ、約１ｍｇ～約７００ｍｇ、約１ｍｇ～約６００
ｍｇ、約１ｍｇ～約５００ｍｇ、約１ｍｇ～約４００ｍｇ、約１ｍｇ～約３００ｍｇ、約
１ｍｇ～約２００ｍｇ、約１ｍｇ～約１００ｍｇ、約１０ｍｇ～約１０００ｍｇ、約５０
ｍｇ～約１０００ｍｇ、約１００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約２００ｍｇ～約１０００ｍｇ
、約３００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約４００ｍｇ～約１０００ｍｇ、約５００ｍｇ～約１
０００ｍｇ、約１０ｍｇ～約５００ｍｇ、約５０ｍｇ～約５００ｍｇ、約１００ｍｇ～約
５００ｍｇ、約１０ｍｇ～約３００ｍｇ、約５０ｍｇ～約３００ｍｇ、約１００ｍｇ～約
３００ｍｇ、約１０ｍｇ～約１５０ｍｇ、約５０ｍｇ～約１５０ｍｇ、約６０ｍｇ～約１
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２０ｍｇ、約５０ｍｇ～約１２０ｍｇ、またはこれらの値のいずれか２つの間の範囲であ
ってもよい。
【００４１】
　本発明に含まれる組成物の特定の実施例には、約２，０００Ｄａ～約６０，０００Ｄａ
の平均分子量を有する約０．１ｗｔ．％～約２．０ｗｔ．％のデコイ分子、およびサリチ
ル酸塩、リドカイン、日焼け止めクリーム、レチノール、ビマトプロスト、様々なステロ
イドなどの有効成分、および同サイズの有効成分およびそれらの組み合わせを含む組成物
を含む。本発明に含まれる組成物の他の実施例には、約２，０００Ｄａ～約６０，０００
Ｄａの平均分子量を有する約０．５ｗｔ．％～約５．０ｗｔ．％のデコイ分子、および抗
生物質、抗真菌薬、生物製剤、抗体、高分子有効成分、ペプチド系治療薬などの１若しく
はそれ以上の有効成分、および同サイズの有効成分およびそれらの組み合わせを含む組成
物を含む。
【００４２】
　一部の実施形態では、上述の組成物が、さらに、１若しくはそれ以上の薬学的に許容さ
れる希釈剤、充てん剤、崩壊剤、結合剤、潤滑剤、界面活性剤、疎水性媒体、水溶性媒体
、乳化剤、緩衝剤、湿潤剤、保湿剤、可溶化剤、保存料、着色料、可塑剤、担体、賦形剤
など、およびそれらの組み合わせを含んでもよい。当業者は、実施形態の前記組成物およ
び製剤中のそのような成分の量を決定する指針として、例えば、Ｍｏｄｅｒｎ　Ｐｈａｒ
ｍａｃｅｕｔｉｃｓ，Ｂａｎｋｅｒ　&　Ｒｈｏｄｅｓ，Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ，
Ｉｎｃ．（１９７９）およびＧｏｏｄｍａｎ　&　Ｇｉｌｍａｎ?ｆｓ　Ｔｈｅ　Ｐｈａｒ
ｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｂａｓｉｓ　ｏｆ　Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ，６ｔｈ　Ｅｄｉ
ｔｉｏｎ，ＭａｃＭｉｌｌａｎ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ（１９
８０）など、様々な薬理学の参考資料を参照することができる。
【００４３】
　一部の実施形態では、上述の組成物は液体として製剤化してもよい。局所投与用の液体
投与形態には、例えば、アルコール、グリコール、油、水などの希釈剤を含んでもよい。
そのような組成物には、湿潤剤または乳化剤も含んでもよい。一部の実施形態では、実施
形態の組成物が水中油型または油中水型エマルジョンとして製剤化されてもよい。クリー
ムは、水相が油相に分散される油中水（ｗ／ｏ）型エマルジョンまたは油が水性基剤に分
散される水中油（ｏ／ｗ）型エマルジョンとすることができる。軟膏は一般により粘性の
高い水中油型クリームである。従来の軟膏基剤（すなわち、担体）には、炭化水素（石油
、蜜ろうなど）植物油、脂肪アルコール（コレステロール、ラノリン、羊毛アルコール、
ステアリルアルコールなど）、またはシリコンを含む。デンプン、酸化亜鉛、炭酸カルシ
ウム、またはタルクなどの不溶性固体は、軟膏およびクリームに使用することができる。
上述の組成物のゲル型は、ポリマーまたはコロイド状固体粒子ネットワークに大量の水性
または水性アルコール液が取り込まれて形成することができる。そのようなポリマーまた
はコロイド（ゲル化剤または増粘剤）は、典型的には１０％ｗ／ｗ未満の濃度で存在し、
カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチル
セルロース、メチルセルロース、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸、ペクチン、トラガ
カント、カラギーン、寒天、粘土、ケイ酸アルミニウム、カルボマーなどを含む。
【００４４】
　皮膚の水分補給を助けるエモリエント剤または潤滑剤も使用することができる。ヒト皮
膚に使用する水分補給組成物を調整するために適した基剤または媒体の例は、石油、石油
＋揮発性シリコン、ラノリン、コールドクリーム（ＵＳＰ）、および親水軟膏（ＵＳＰ）
である。
【００４５】
　特定の実施形態では、上述の組成物を、前記組成物がジクロロジフルオロメタン、トリ
クロロフルオロメタン、ジクロロテトラフルオロエタン、二酸化炭素、または他の適切な
気体などの噴霧剤およびエタノール、アセトン、ヘキサデシルアルコールなどの共溶媒、
およびそれらの組み合わせに溶解されるエアロゾルとして製剤化することができる。
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【００４６】
　特定の実施形態では、様々な実施例の組成物を皮膚の性状を改善するために製剤化して
もよく、さらに、ビタミン、化粧用ペプチド、油量調整剤、および他のスキンケア剤を含
んでもよい。
【００４７】
　ビタミンには、例えば、ビタミンＤ、ビタミンＫ、ビタミンＢ（ナイアシンアミド、ニ
コチン酸、Ｃ１－１８ニコチン酸エステル、およびニコチニルアルコール；ピロキシジン
などのＢ６化合物；およびパンテノールまたは「ｐｒｏ－Ｂ５」などのＢ５化合物、ビタ
ミンＡ（プロピオン酸レチニル、カロテノイド、および他の化合物などのレチノイドを含
む）、ビタミンＥ（トコフェロールソルビン酸塩、その他のトコフェロールエステルを含
む）、ビタミンＣ（脂肪酸アスコルビン酸エステル、およびアスコルビン酸誘導体、例え
ば、アスコルビルグルコシド、リン酸アスコルビルマグネシウム、アスコルビルリン酸ナ
トリウム、およびソルビン酸アスコルビルを含む）、およびそのすべての天然および／ま
たは合成類似体、およびそれらの組み合わせを含む。様々な実施形態において、前記組成
物は約０．０００１ｗｔ．％～約５０ｗｔ．％、約０．００１ｗｔ．％～約１０ｗｔ．％
、約０．０１ｗｔ．％～約５ｗｔ．％、または約１０ｗｔ．％～約１ｗｔ．％、または前
記組成物に含まれる各ビタミン個々の濃度または範囲を含んでもよい。
【００４８】
　ペプチドには、ジ－、トリ－、テトラ－、ペンタ－、およびヘキサ－ペプチド、その塩
、異性体、誘導体、およびその混合物を含む。有用なペプチド誘導体の例には、これに限
定されるものではないが、大豆タンパク質由来のペプチド、パルミトイル－リジン－トレ
オニン（ｐａｌ－ＫＴ）、およびパルミトイル－リジン－トレオニン－トレオニン－リジ
ン－セリン（ＭＡＴＲＩＸＹＬ（登録商標））パルミトイル－グリシン－グルタミン－プ
ロリン－アルギニン（ＲＩＧＩＮ（登録商標））（これらの３つはフランスＳｅｄｅｒｍ
ａ社で販売されている）、およびＣｕ－ヒスチジン－グリシン－グリシン（Ｃｕ－ＨＧＧ
、ＩＡＭＩＮ（登録商標）としても知られる）、およびその天然および合成誘導体、およ
びそれらの組み合わせを含む。様々な実施形態において、前記組成物は約１×１０－７ｗ
ｔ．％～約２０ｗｔ．％、約１×１０－６ｗｔ．％～約１０ｗｔ．％、約１×１０－５ｗ
ｔ．％～約５ｗｔ．％、または前記組成物に含まれる各ペプチド個々の濃度または範囲を
含んでもよい。
【００４９】
　油量調整剤には、皮膚の油分、または皮脂産生を調節する、または油性肌の性状を改善
するために有用な化合物を含む。油量調整剤の例には、例えば、サリチル酸、デヒドロ酢
酸、過酸化ベンゾイル、ビタミンＢ３（例えば、ナイアシンアミド）など、その異性体、
エステル、塩、および誘導体、およびその混合物を含む。そのような実施形態の組成物に
は、約０．０００１ｗｔ．％～約１５ｗｔ．％、約０．０１ｗｔ．％～約１０ｗｔ．％、
約０．１ｗｔ．％～約５ｗｔ．％、および約０．２ｗｔ．％～約２ｗｔ．％、または前記
組成物に含まれる各油量調整剤個々の濃度または範囲を含んでもよい。
【００５０】
　他のスキンケア剤には、レチノール、ステロイド、日焼け止めクリーム、サリチル酸塩
、ミノサイクリン、抗真菌剤、ペプチド、抗体、リドカインなど、およびそれらの組み合
わせを含む。一部の実施形態では、他のスキンケア剤に、例えば、Ｎ－アシルフェニルア
ラニン、Ｎ－アシルチロシンなどを含むＮ－アシルアミノ酸化合物、ＤおよびＬ異性体、
塩、誘導体を含むその異性体、およびその混合物を含む。適切なＮ－アシルアミノ酸の例
はＮ－ウンデシルエノイル－Ｌ－フェニルアラニンであり、ＳＥＰＩＷＨＩＴＥの商標名
で市販されている。さらなるスキンケア剤については米国公開第２００７／００２０２２
０Ａ１号に開示されており、その成分／材料はこの参照によりその全体が本明細書に組み
込まれる。
【００５１】
　上述の実施形態の組成物は、既知の局所有効成分の強度を高くすることで、治療有効量
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を達成するために必要な用量を減量してもよい。例えば、一部の実施形態では、有効成分
およびデコイ分子を含む組成物の強度が、標準的な局所製剤で送達される有効成分とほぼ
同等～それよりも約８０％または９０％高くてもよい。他の実施形態では、有効成分およ
びデコイ分子を含む組成物の強度がほぼ同等～約７５％高い、約１．０％～約８０％高い
、約１．０％～約７５％高い、約１．０％～約５０％高い、約１．０％～約２５％高い、
約２．０％～約８０％高い、約２．０％～約７５％高い、約２．０％～約５０％高い、約
２．０％～約２５％高い、約５．０％～約５０％高い、約５．０％～約２５％高い、また
はこれらの例の範囲に含まれるいずれかの範囲または個々の強度であってもよい。したが
って、本明細書に説明される組成物は、標準用量と同等またはそれよりも約７５％以上少
ない、標準用量と同等またはそれよりも約５０％以上少ない、標準用量と同等またはそれ
よりも約２５％以上少ない、標準用量と同等またはそれよりも約１０％以上少ない、標準
用量よりも約１．０％～約７５％少ない、標準用量よりも約１．０％～約５０％少ない、
標準用量よりも１．０％～約２５％少ない、標準用量よりも１．０％～約１０％少ない、
標準用量よりも２．０％～約７５％少ない、標準用量よりも２．０％～約５０％少ない、
標準用量よりも２．０％～約２５％少ない、標準用量よりも２．０％～約１０％少ない投
与量、またはこれらの例の範囲に含まれるいずれかの範囲または個々の値で、既知の局所
投与された有効成分と治療学的同等性を提供してもよい。
【００５２】
　広範な方法が上述の製剤を調整するために使用されてもよい。大まかに言えば、前記製
剤は、本明細書で説明されるとおり、薬学的に許容される組成物を提供するために十分な
温度および時間で前記製剤の成分を混合することで調製してもよい。例えば、一部の実施
形態では、前記組成物の成分を治療される病態が軽減または回復する有効濃度で、特定の
担体または媒体に溶解、懸濁、分散、またはそうでない場合は混合してもよい。
【００５３】
　さらなる実施形態は、上述の組成物を含む装置に関する。例えば、そのような組成物お
よび製剤は、絆創膏にコーティングする、生体接着材と混合する、または創傷包帯に含め
ることができる。
【００５４】
　さらなる実施形態には、有効成分を送達する方法が含まれる。一部の実施形態には、表
面組織に有効成分およびデコイ分子を同時投与する工程を含んでもよい。例えば、そのよ
うな方法には、有効成分およびデコイ分子を含む上述のような組成物または製剤を、被験
者の表面組織に塗布する工程を含んでもよい。他の実施形態では、前記有効成分の局所投
与前に、前記デコイ分子を前記表面組織に塗布してもよい。例えば、１若しくはそれ以上
のデコイ分子を含む組成物を含むふき取り繊維を、表面組織にデコイ分子を塗布するため
に使用し、その後、前記表面組織に有効成分を局所投与してもよい。さらに他の実施形態
では、前記有効成分を表面組織に塗布してから、前記表面組織にデコイ分子を塗布しても
よい。
【００５５】
　上記に示すとおり、「表面組織」には、これに限定されるものではないが、皮膚、粘膜
、眼、耳、鼻腔内、口腔内、唇、尿道口、膣、肛門、舌、舌小帯、髪、歯などのいかなる
表面組織も含む。そのような実施形態の方法には、例えば、塗布部位などで表面組織を洗
浄する工程を含む、様々な追加工程を含んでもよい。そのような実施形態では、前記組成
物を毎日１回若しくはそれ以上前記表面組織に塗布することができ、塗布は少なくとも１
ヵ月、２ヵ月、３ヵ月、４ヵ月、６ヵ月、８ヵ月、または１２ヵ月の期間実行することが
できる。
【００５６】
　そのような実施形態の方法は、ほぼすべての病態の治療に利用することができる。例え
ば、実施形態の方法は、ざ瘡、局所疼痛の軽減、局所真菌または細菌感染、皮膚癌、膿瘍
、蜂巣炎などの様々な皮膚状態に利用することができる。他の実施形態では、前記方法が
、例えば皮膚の厚み、弾性、弾力性、なめらかさ、緊張、質感、明るさ、透明度、外観、
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堅さ、こわばり、柔軟性、変色、皮膚病変など、およびそれらの組み合わせを改善する、
様々な審美的治療の投与に使用されてもよい。さらなる実施形態は、例えば、毛髪または
歯の色または強度を向上するために利用することができる。さらに他の実施形態では、本
発明の方法を、例えば、慢性疼痛の改善、癌、動揺病、慢性疾患など、およびその組み合
わせなど、前記有効成分の経皮送達が好ましい多数の全身状態の治療に有効成分を投与す
るために利用することができる。
【実施例】
【００５７】
　本発明については、特定の好適な変形形態を参照してかなり詳細に説明したが、他の変
形形態も可能である。したがって、添付の請求項の精神および範囲は、本明細書に含まれ
る説明および好適な変形形態に限定されるべきではない。本発明の様々な観点は、以下の
制限されない例を参照して説明される。
【実施例１】
【００５８】
ヒアルロン酸と生体模倣ペプチド
　毛髪の成長を促すペプチド混合物を含む組成物を調整した。Ｒｅｎｏｋｉｎ（登録商標
）の商標名で販売されるペプチドには、デカペプチド－１０、オリゴペプチド－５４（Ｃ
Ｇ－Ｎｏｋｋｉｎ）、デカペプチド－１８、アシルデカペプチド－３、およびオリゴペプ
チド－４２を含む。前記ペプチド組成物は、分子量１０，０００ダルトン、２０，０００
ダルトン、４０，０００ダルトン、６０，０００ダルトン、または１００，０００ダルト
ンを持つヒアルロン酸のデコイ分子と一緒に食塩水に前記ペプチドを混合することで調製
した。対照製剤はペプチドのみと食塩水のみから成った。
【００５９】
　図１Ａは、角質層に未処置の皮膚を用いて行った試験の結果を示す。これは、部分的に
受動的な結合を示し、受容体を介した促進パターンが存在し、二峰性の特殊な促進が認め
られることを示しており、非特異的な水分促進がサイズが増すにつれて強化されているた
め、促進した貫通効果は特異的である。漸増する分子量を追加すると、壊死した皮膚があ
ってもその利益は無効になる。
【００６０】
　図１Ｂは、テープ剥離法により角質層を剥離した皮膚を用いて行った試験の結果を示す
。これは、能動的結合、角質層がない生存可能な皮膚層の受容体を介した促進パターン（
すなわち、水分促進効果が全くない）、およびＮＭによる特異的な促進を示し、ＮＭが大
きいことで促進が無効になるだけでなく、表皮深部から真皮への貫通に障害がある、生存
可能な皮膚層の細胞への貫通が遅くなる。
【００６１】
　ペプチドのみの組成物からのペプチド流動に対するぺプチド流動率を各試験組成物につ
いて示す。各組成物を２回ずつ試験し、最初の試験を実線で、２回目の試験を破線で示し
た。分子量３００，０００Ｄａまでのヒアルロン酸は皮膚を貫通できることが知られてい
る（Ｅｓｓｅｎｄｏｕｂｉ，Ｍ，ｅｔ　ａｌ，Ｓｋｉｎ　Ｒｅｓ．ａｎｄ　Ｔｅｃｈ，２
２：５５－６２（２０１６））。図１Ａ－１Ｂのデータは、約４０，０００Ｄａ未満のヒ
アルロン酸分子を用いた前記ペプチドの送達が４０，０００Ｄａ以上のヒアルロン酸分子
による送達とは異なる送達経路を介し、いずれの送達経路も純粋に水和効果と関係するわ
けではないことを示している。皮膚に角質層が存在する場合（図１Ａ）、ペプチド送達の
ピークは２０，０００Ｄａおよび６０，０００Ｄａのヒアルロン酸を用いた組成物で認め
られる。皮膚から角質層を剥離した場合（図１Ｂ）、６０，０００Ｄａのヒアルロン酸デ
コイ分子を用いて得られたピークは認められず、水和効果による皮膚透過の促進はデコイ
分子の分子量が増加すると増加するため、ペプチド送達は水和効果のためのみではないこ
とを証明している。さらに、１００，０００Ｄａのヒアルロン酸は角質層を透過すること
が知られているため（Ｅｓｓｅｎｄｏｕｂｉ，２０１６）、本組成物で認められた送達が
水和によるものであった場合、角質層の有無にかかわらず、１００，０００Ｄａのヒアル
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ロン酸デコイ分子が皮膚を透過する、組成物からのペプチド送達が認められることが予想
される。図１Ｂは、１００，０００Ｄａのヒアルロン酸デコイ分子を有する組成物が分子
量のヒアルロン酸分子を有する組成物よりもペプチド送達が少なかったことを示している
。デコイ分子が４０，０００Ｄａで、デコイ分子のない組成物からの送達と比較し、ペプ
チド送達の促進が少ない組成物である（図１Ａ）。
【実施例２】
【００６２】
ヒアルロン酸およびサリチル酸塩
　１％サリチル酸塩および小分子量（５，０００Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、小～中分子
量（１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａ）、低～中分子量（２０，０００Ｄａ～３０，
０００Ｄａ）、および中分子量（３０，０００Ｄａ～４０，０００Ｄａ）の４種類の分子
量を有するヒアルロン酸のデコイ分子１％を含む組成物を調整した。サリチル酸塩のみを
含む対照製剤も調整した。前記組成物は、皮膚が拡散セルのコンパートメントを仕切るフ
ランツ拡散セルに入れた。一定時間後、前記拡散セルのレセプター側のサリチル酸塩濃度
を測定し、結果を図２に示す。
【００６３】
　ヒアルロン酸のデコイ分子が１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａの組成物は、サリチ
ル酸のみの組成物からのサリチル酸塩の流動と比較して、サリチル酸塩の流動が２７％高
くなった。２０，０００Ｄａ～３０，０００Ｄａのデコイ分子は、サリチル酸のみの組成
物からのサリチル酸塩の流動と比較して、サリチル酸塩の流動が約５％増加した。
【実施例３】
【００６４】
ヒアルロン酸およびステロイド
　１％ヒドロコルチゾンおよび小分子量（５，０００Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、小～中
分子量（１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａ）、低～中分子量（２０，０００Ｄａ～３
０，０００Ｄａ）、および中分子量（３０，０００Ｄａ～４０，０００Ｄａ）の４種類の
分子量を有するヒアルロン酸のデコイ分子１％を含む組成物を調整した。ヒドロコルチゾ
ンのみを含む対照製剤も調整した。前記組成物は、皮膚が拡散セルのコンパートメントを
仕切るフランツ拡散セルに入れた。一定時間後、前記拡散セルのレセプター側のサリチル
酸塩濃度を測定し、結果を図３に示す。
【００６５】
　前記ヒアルロン酸デコイ分子を有する組成物は皮膚へのヒドロコルチゾンの送達を増加
し、２０，０００Ｄａ～３０，０００Ｄａの中分子量のデコイは前記デコイ分子のない組
成物からのヒドロコルチゾン流動と比較し、ヒドロコルチゾンの流動を３２５％増加させ
た。分子量約１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａの小～中分子量のデコイ分子は、前記
デコイ分子のない組成物からのヒドロコルチゾン流動と比較し、サリチル酸塩の皮膚流動
を約２５０％増加させた。
【実施例４】
【００６６】
エラスチンおよびリドカイン
　リドカインの皮膚への送達は、エラスチンデコイ分子を含む組成物を用いて評価した。
食塩水にリドカイン１ｗｔ．％およびエラスチンのデコイ分子０．５ｗｔ％を含む組成物
を調整し、分子量は極々小分子量（２，０００Ｄａ～５，０００Ｄａ）、極小分子量（５
，０００Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、および小分子量（１０，０００Ｄａ～２０，０００
Ｄａ）とした。
【００６７】
　生存可能なブタ皮膚を入手し、中サイズの皮膚移植片（０．０４５～０．０５５単位）
の作成に用いた。前記移植片を経皮的流動装置に取り付けた。前記装置の流動は最低設定
に維持し、すべてのレセプターの液体を毎回収集した（被験製剤および対照製剤それぞれ
ｎ＝８）。サンプルをドナー皮膚表面に貼付したまま流動を１２～２０時間続けた。各セ
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ル（セルチャンバー）の皮膚を洗い、ホモジナイズした。スペクトロスコピーを用い、精
製ホモジネート液およびサンプルへの流動のリドカイン含有量を測定した。１２～２０時
間の透過期間後、皮膚のリドカイン濃度を測定した。結果は図４に投与されたリドカイン
率（％）として示す。
【００６８】
　デコイ分子なしのリドカイン製剤は３％の透過を達成した。小分子量（１０，０００Ｄ
ａ～２０，０００Ｄａ）を有するエラスチンデコイ分子の追加により、皮膚透過は約７倍
促進した（透過の有意な改善、ｐ＝０．０００１）。
【実施例５】
【００６９】
ヒアルロン酸およびミノサイクリン
　経口塩酸ミノサイクリンは非常に有効であるが、聴器毒性と耐性出現のため制限がある
。大部分の医師はミノサイクリンを経口ではなく局所使用する。しかし、ミノサイクリン
は効率的に皮膚を透過しないため、現在局所投与は経口投与よりも効果が低い。結果とし
て、高濃度を使用する必要があり、このため皮膚が変色し、きめが変化する。
【００７０】
　ｉｎ　ｖｉｔｒｏにおけるブタ皮膚へのミノサイクリンの送達を測定し、食塩水にミノ
サイクリンを溶解した組成物（すなわち、デコイ分子なし）からのミノサイクリンの送達
と比較した。ミノサイクリン１ｗｔ．％および平均１０，０００Ｄａ、平均２０，０００
Ｄａ、および平均３０，０００Ｄａの３種類の分子量のヒアルロン酸のデコイ分子１％を
含む組成物を調製した。食塩水に１ｗｔ．％ミノサイクリンを含む対照製剤も調整した。
【００７１】
　図５は前記試験の結果を示し、ミノサイクリンとヒアルロン酸ナトリウムの局所製剤か
らブタ皮膚移植片に送達される、組織中のミノサイクリンの量（μｇミノサイクリン／ｇ
組織）を点で塗りつぶした棒グラフで示し、ヒアルロン酸ナトリウムを含まないミノサイ
クリン局所製剤から送達されるミノサイクリン量を塗りつぶしていない棒グラフで示した
。ミノサイクリンはそのままでは透過が少ないが、多糖類のデコイにより透過が有意に（
ｐ＝０．０００４）促進した。これらの結果は、デコイによる戦略が局所ミノサイクリン
の透過率を高めることができることを確認している。低分子量のデコイ分子は、基本的に
非常に低いミノサイクリンの基礎透過率を、経口投与よりも組織濃度を高くすることがで
きるレベルまで上昇させるが、変色および全身の副作用は回避できる。ミノサイクリンと
デコイ分子を含む局所組成物は、蜂巣炎などの皮膚構造感染または病態の治療または改善
に使用することができる。
【実施例６】
【００７２】
ＵＶＡ／ＵＶＢ光から皮膚を保護する組成物
　現在日焼け止めクリームに使用される化学物質は、基剤が濃いためにコンプライアンス
が悪く、化粧品と適合せず、持続時間が短い。既存の薬物の機能を向上させることで、よ
り効果的な日焼け止めクリーム、すなわち、落ちにくい日焼け止めクリーム、および／ま
たはより望ましい製剤の使用感および（コンプライアンスを改善する）他の製剤との使用
を開発することが可能になる。
【００７３】
　本試験では、ＵＶ－Ａおよび／またはＵＶ－Ｂ曝露から皮膚を保護する組成物を調製し
、試験した。グループには、ドナーセルにＡ）１：１０食塩水でスパイクしたＬａｒｏｃ
ｈｅ　Ｐｏｓａｙ　Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０　Ｓｕｎｂｌｏｃｋ（ｎ＝１０回）、また
はＢ）分子量１０，０００の１％　ヒアルロン酸ナトリウム（「強化Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ
　６０」）の１：１０食塩液でスパイクしたＬａｒｏｃｈｅ　Ｐｏｓａｙ　Ａｎｔｈｅｌ
ｉｏｓ　６０　Ｓｕｎｂｌｏｃｋ（ｎ＝１０回）を入れたものが含まれる。流動は最低設
定に維持し、すべてのレセプターの液体を毎回収集した。サンプルをドナー皮膚に貼付し
たまま流動を１２～２０時間続けた。各セル（各チャンバー）の皮膚を洗い、パンチ生検
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を行い、９６ウェルプレートに入れ、全範囲のＵＶスペクトルに利用した。１グループあ
たりのＵＶ吸光度は、各グループの波長により測定し、適切な波長からＵＶＡおよびＵＶ
Ｂ値を決定した。結果は図６、７Ａ－７Ｂ、および８に示す。
【００７４】
　図６に示すとおり、それ自体はＵＶ吸収がないエンハンサーを追加することで、ＵＶＡ
（Ｐ＝０．００１）およびＵＶＢ（Ｐ＝０．００１）のいずれも統計学的に有意に遮断す
るＵＶ遮断剤の市販混合物の性能が上昇した。グループごとの個々の波長結果を図８に示
し、各グループの代表的スペクトル１つを図７Ａおよび７Ｂに示す。
【００７５】
　デコイ分子あり、およびなしの組成物を試験し、皮膚のＵＶ吸収を試験した。図６は、
皮膚のＵＶＡおよびＵＶＢ吸収を示した棒グラフであり（４．０は１００％に対応する）
、点線で塗りつぶした棒グラフはデコイ分子ありの日焼け止め組成物に対応し、白抜きの
棒グラフは日焼け止めクリームのみである。
【００７６】
　図７Ａ～７Ｂは、市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）（図７Ａ）
および市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）とデコイ分子、すなわち
強化Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０（図７Ｂ）のＵＶ吸収を波長の関数（ｎｍ）として示した
グラフである。
【００７７】
　図８は、市販の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）（実線）および市販
の日焼け止めクリーム（Ａｎｔｈｅｌｉｏｓ　６０）とデコイ分子、すなわち強化Ａｎｔ
ｈｅｌｉｏｓ　６０（破線）の皮膚へのＵＶ吸収率を波長の関数（ｎｍ）として示したグ
ラフである。
【実施例７】
【００７８】
ヒアルロン酸およびガバペンチン
　ブタ皮膚移植片を用い、ｉｎ　ｖｉｔｒｏにおける皮膚へのヒアルロン酸を用いたガバ
ペンチンの送達を測定し、食塩水にガバペンチンを溶解した組成物（すなわち、デコイ分
子なし）からのガバペンチンの送達と比較した。グループは、ドナーセルにＡ）１％ガバ
ペンチン食塩液（ｎ＝８回）、Ｂ）１％ガバペンチン＋１％　３，０００Ｄａのヒアルロ
ン酸ナトリウムデコイ食塩液（ｎ＝８回）またはＣ）食塩水のみ（ｎ＝８回）を入れたも
のから成った。
【００７９】
　生存可能なブタ皮膚は中サイズの皮膚移植片（０．０４５～０．０５５単位）を作成す
るために処理され、前記移植片は経皮流動装置に配置した。前記装置の流動は最低設定に
維持し、すべてのレセプターの液体を毎回収集した（被験製剤および対照製剤それぞれｎ
＝８）。サンプルをドナー皮膚表面に貼付したまま流動を１２～２０時間続けた。各セル
（各チャンバー）の皮膚を洗い、ＵＰＬＣ－質量分析法により、前記皮膚サンプル内のガ
バペンチン含有量の測定に利用した。簡単に述べると、組織を５５℃で５０％アセトニト
リルの脱イオン水液０．５ｍＬに入れ、攪拌しながら一晩インキュベートした。校正基準
および組織抽出溶媒サンプルを脱イオン水に１０倍希釈してから解析した。希釈した標準
およびサンプルを１μＬの注射量で解析した。濃度は組織中のガバペンチンμｇ／ｇとし
て報告した。
【００８０】
　図９は前記試験の結果を示し、ガバペンチンとヒアルロン酸ナトリウムの局所製剤およ
びヒアルロン酸ナトリウムを含まないガバペンチン製剤からブタ皮膚移植片に送達される
、組織中のガバペンチンの量（μｇガバペンチン／ｇ組織）を示す。ガバペンチンのみで
は食塩水と比較して有意な透過を生じなかったが（ｐ＝０．９９）、前記デコイ存在下で
のガバペンチンは、食塩水（ｐ＝０．０１８）およびガバペンチンのみ（ｐ＝０．０１３
）と比較して有意な透過を達成した。具体的には、ガバペンチンのみでは組織１グラム当
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たりのガバペンチン組織濃度が０．０９μｇとなったが、デコイ分子を加えたガバペンチ
ンでは、組織１グラム当たりのガバペンチン組織濃度が１７４．０１μｇとなった。した
がって、デコイ分子の追加により、皮膚への前記薬物の送達は１，９００倍増加し、局所
的にガバペンチンの透過が統計学的に有意に増加した。
【実施例８】
【００８１】
ヒアルロン酸およびパルミトイル－リジン－トレオニン－トレオニン－リジン－セリン
　化粧品、パルミトイル－リジン－トレオニン－トレオニン－リジン－セリン（ｐａｌ－
ＫＴＴＫＳ）、およびヒアルロン酸ナトリウム（３，０００Ｄａ）を含む局所組成物をデ
コイ分子として調整した。グループは、Ａ）Ｏｌａｙ　ＰｒｏＸにスパイクした１％　Ｐ
ａｌ－ＫＴＴＫＳ（ｎ＝８回）、またはＢ）Ｏｌａｙ　ＰｒｏＸにスパイクした１％　Ｐ
ａｌ－ＫＴＴＫＳ＋１％ヒアルロン酸ナトリウムデコイ（３，０００Ｄａ）の食塩液（ｎ
＝８回）から成った。
【００８２】
　生存可能なブタ皮膚は中サイズの皮膚移植片（０．０４５～０．０５５単位）を作成す
るために処理され、前記移植片は経皮流動装置に配置した。装置内の流動は最低設定に維
持し、すべてのレセプターの液体を毎回収集した。サンプルをドナー皮膚表面に貼付した
まま流動を１２～２０時間続けた。各セル（セルチャンバー）の皮膚を洗い、ホモジナイ
ズした。精製ホモジネート液およびサンプル中の流動を、ＵＰＬＣ－質量分析法により、
前記皮膚サンプル内のＰａｌ－ＫＴＴＫＳ含有量の測定に利用した。
【００８３】
　図１０は前記試験の結果を示し、Ｐａｌ－ＫＴＴＫＳとヒアルロン酸ナトリウムデコイ
の局所製剤およびヒアルロン酸ナトリウムを含まないＰａｌ－ＫＴＴＫＳの局所製剤から
送達される、組織中のＰａｌ－ＫＴＴＫＳの量（μｇ　Ｐａｌ－ＫＴＴＫＳ／ｇ組織）を
示す。Ｐａｌ－ＫＴＴＫＳのみの製剤（デコイ分子なし）では、１２～２０時間の透過期
間後、約１００μｇのｐａｌ－ＫＴＴＫＳ／５０ｍｇ組織が得られた。デコイ分子を追加
することで、皮膚への前記薬物の透過が改善し、約４５０μｇのｐａｌ－ＫＴＴＫＳ／５
０ｍｇ組織が得られた。したがって、デコイ分子を前記局所組成物に追加することで流動
が約４２２％増加し、前記皮膚への薬物の送達は最適化（Ｐ＜０．０１）されなかった。
したがって、追加の製剤変化がなくても、多糖類デコイは最も広く認識されている活性ぺ
プチジルスキンケアの透過を実質的および有意に促進させた。
【実施例９】
【００８４】
デコイを含む組成物からのＦＩＴＣ－デキストランの眼への送達
　眼窩全体に損傷がなく、未処理で生存可能な新鮮ブタ眼を入手した。視神経を結紮して
上からつるし、一晩、眼の正中部まで処理溶液に入れた（水晶体を下にする）。組成物は
、Ａ）５，０００ＤａのＦＩＴＣ－デキストラン食塩液（ｎ＝２回）、Ｂ）５，０００Ｄ
ａのＦＩＴＣ－デキストランと１％ヒアルロン酸ナトリウム（３，０００Ｄａ）の食塩液
（ｎ＝２回）、Ｃ）５，０００ＤａのＦＩＴＣ－デキストランと０．５％短鎖型エラスチ
ンの食塩液（ｎ＝２回）、およびＤ）食塩水のみとして調整した。
【００８５】
　眼は食塩水で５回十分に洗い、急速凍結し、反射共焦点像システム（Ｖｉｖａｓｃｏｐ
ｅ　１５００）で解析し、非侵襲的に画像化し、ＦＩＴＣ－デキストランの透過を可視化
した。共焦点顕微鏡では、水晶体内で肉眼的シグナルはほぼ認められないが、多糖類およ
びぺプチジルデコイ分子はいずれも、前眼房および後眼房および毛様体を含む眼房水、毛
様小帯および強膜を含む構造要素、および網膜含浸を含む硝子体液へのＦＩＴＣ－デキス
トランマーカー（薬物モデル）の明らかな透過を提供することが示された。食塩水の対照
では、ＦＩＴＣ－デキストランが存在しないため、顆粒蛍光発光は示されず、薬物（マー
カー）の透過はなかった。
【００８６】
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　この実験では、いずれのクラスのデコイと組み合わせた場合でも、５，０００Ｄａの薬
物マーカーが眼に透過することが確認される。１５０，０００ＭＷでデキストランと抗体
マーカーを用いた同様の実験でも両クラスのデコイで透過が確認され、１５０，０００Ｍ
Ｗと５，０００ＭＷでは流動の大きさが異なったが、いずれも未処置の眼に局所投与した
場合、透過を示した。
【実施例１０】
【００８７】
デコイを含む組成物から爪ユニットへのＦＩＴＣ－デキストランの送達
　１％　５，０００Ｄａ　ＦＩＴＣ－デキストランと１％　１０，０００Ｄａヒアルロン
酸ナトリウムの混合物を市販の爪基部に１：１０希釈で加えた。前記材料を足指の爪に塗
布し、３時間放置した。共焦点画像を利用し、爪体へのＦＩＴＣ－デキストランの透過を
観察した。画像は７ミクロンの工程で撮像した。
【００８８】
　予想通り、爪表面に非常に高いレベルのシグナルが認められた。顆粒蛍光発光パターン
から観察されるとおり、高レベルの５，０００Ｄａ　ＦＩＴＣ－デキストラン結合体が前
記爪体の最深層に透過することが認められた。したがって、前記爪のほとんどの抗真菌お
よび栄養成分は、小分子量デコイフラグメントを追加することで送達することができた。
【実施例１１】
【００８９】
デコイ分子を含む組成物からのサリチル酸塩の粘膜送達
　前記組成物は粘膜組織への薬物の送達が検討され、生存可能なブタ頬側組織を用いて試
験を行い、エラスチンデコイ分子を有する組成物からのサリチル酸塩の粘膜透過を評価し
た。試験用に調整した組成物は、Ａ）１％サリチル酸ナトリウムの食塩液（ｎ＝４回）、
またはＢ）１％サリチル酸ナトリウム＋０．５％短鎖型エラスチンフラグメント（デコイ
）の食塩液（ｎ＝４回）であった。
【００９０】
　生存可能なブタ頬側組織を入手し、移植片を作製した。前記移植片を経皮流動装置に入
れ、粘膜の透過を測定した。前記装置の流動は最低設定に維持し、すべてのレセプターの
液体を毎回収集した（被験製剤および対照製剤それぞれｎ＝８）。サンプルをドナー粘膜
組織に貼付したまま流動を１２～２０時間続けた。１２～２０時間の試験期間後、各セル
の組織を洗い、ホモジナイズした。吸光度によるサリチル酸塩含有量の測定において、精
製ホモジネート液およびサンプル中の流動を利用した。エラスチンデコイを有する組成物
およびデコイなしの組成物からのサリチル酸塩の皮膚透過を図１１に示す。
【００９１】
　これらの結果は、前記組成物へのデコイ分子の追加により、サリチル酸塩の粘膜透過が
３５０％増加したことを示している。
【実施例１２】
【００９２】
デコイ分子を含む組成物からの抗体の送達
　ドナーセルにＡ）アルカリホスファターゼ結合ＩｇＧ抗体の食塩液２５μｌ（ｎ＝８回
）、Ｂ）アルカリホスファターゼ結合ＩｇＧ抗体＋１％ヒアルロン酸ナトリウム（３，０
００Ｄａ）の食塩液２５μｌ（ｎ＝８回）、Ｃ）アルカリホスファターゼ結合ＩｇＧ抗体
＋１％ヒアルロン酸ナトリウム（５，０００Ｄａ）の食塩液２５μｌ（ｎ＝８回）、また
はＤ）アルカリホスファターゼ結合ＩｇＧ抗体＋１％ヒアルロン酸ナトリウム（１０，０
００Ｄａ）の食塩液２５μｌ（ｎ＝８回）から成る組成物を調整した。
【００９３】
　生存可能なブタ皮膚は中サイズの皮膚移植片（０．０４５～０．０５５単位）を作成す
るために処理され、前記移植片は経皮流動装置に配置した。流動は最低設定に維持し、す
べてのレセプターの液体を毎回収集した。サンプルをドナー皮膚に貼付したまま流動を１
２～２０時間続けた。各セル（各チャンバー）の皮膚を洗い、サンプル中の流動を吸光度
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【００９４】
　抗体のみでは、アルカリホスファターゼ活性により流動を測定すると有意な透過を示さ
なかったが、デコイを介した透過ではかかった荷重の２％の透過を達成した。単純にデコ
イ分子を追加することで、透過の統計学的に有意な増加（Ｐ＝０．００３）が達成された
。したがって、このアプローチでは、局所的な高分子療法の開発が可能となる高い割合の
透過が可能である。この抗体はタグを付けたとおり１５０～１６０ＫＤであることを考え
ると、ボツリヌス毒素およびその誘導体またはキメラなど同様の分子の送達と同じく、事
実上すべての誘導体化抗体または抗体フラグメントの送達が可能である
【実施例１３】
【００９５】
　機能的抗酸化力
　ヒアルロン酸（ＨＡ）およびエラスチン（Ｅ６）のデコイは、数種類の製剤からの抗酸
化物の独自混合物の透過を増加させる。以下に詳細を示す数種類の媒体およびデコイの組
み合わせを用い、同じ抗酸化物混合物を皮膚に適用した。過剰な機能的酸化ストレスに対
して抵抗が増加した。
【００９６】
　拡散チャンバー－生存可能なブタ皮膚を真皮中層の厚さまで採皮し、意図する状態１種
類につきｎ＝６でパンチ生検を行った。変更した６ブロック拡散セルリングを用意し、流
速０．０２ｍｌ／分に設定した。製剤（各２００μｌ）を上（ドナー側）表面に塗布し、
揉みこんだ。これらの実験の各セルでレセプター側の液体を１２時間収集してから、この
後食塩水で低温ホモジネートを行うため、皮膚を採取、洗浄、急速凍結した。
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【００９７】
　Ｉｎｖｉｔｒｏｇｅｎ　Ａｍｐｌｅｘ　Ｒｅｄキット（Ｃａｔ＃Ａ２２１８８）：Ａｍ
ｐｌｅｘ（登録商標）Ｒｅｄ試薬（１０－アセチル－３，７－ジヒドロキシフェノキサジ
ン）をＨＲＰ存在下、化学量論１：１でＨ２Ｏ２と反応させ、赤色蛍光発光酸化生成物の
レソルフィンを形成する。反応性酸素種のベースライン測定として（キットがデザインさ
れているとおり）前記キットを利用し、異常なＲＯＳベースライン値がないことを確認す
る。続いて意図的に酸化ストレスを導入し、各流動サンプルの反応状態を観察する。溶液
の調製と反応のセットアップについては、キットの指示に従った。
【００９８】
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　反応は３０℃で３０分間インキュベートし、遮光し、（プレートリーダーで）５分おき
に５秒ずつ混合した。２６０ｎｍ（正常性を確認する参照値）および５６０ｎｍ（レソル
フィン）で吸光度を測定し、ベースライン（ストレス前）として値を記録する。スパイク
後により迅速に測定できるようにするため（１サイクル約１分）、蛍光の代わりに吸光度
を選択した。各点でゼロ－Ｈ２Ｏ２対照ウェルの平均から導出した値を引く（ｎ＝２）。
【００９９】
　０．１ｍＭ　Ｈ２Ｏ２原液の２０ｕＬスパイクを各ウェルに急速に加え、２６０ｎｍお
よび５６０ｎｍで吸光度を測定し、ストレス時間ゼロとして値を記録した。５サイクルま
で連続的に動的サイクルを測定し（約５分）、１０分および１５分で再測定した。数回測
定を行ったのは、前記スパイクからの過剰なＨ２Ｏ２のため、非吸収／蛍光発光状態まで
レソルフィン自体は２度目の酸化を受ける可能性があるため、確実にピーク値および直線
範囲を評価できるようにするためである。
【０１００】
　製剤１製剤は、正常な対照皮膚（食塩水処理）で平均５．１５％の抗酸化力を達成した
。統計学的に有意ではないが（ｐ＞２）、製剤１処理皮膚の抗酸化力は食塩水を処理した
皮膚よりも一貫して高かった。
【０１０１】
　その後の製剤比較はすべて、参照抗酸化力として製剤１製剤と比較して行った。このよ
うにして、個別の種を直接測定しなくても、現在の基剤に対する抗酸化力の上昇を評価す
ることができる。
【０１０２】
　ＨＡ製剤：ＨＡは各基剤についてレセプター液の抗酸化力を上昇させたが、製剤によっ
て著しい差があった。

全体として、ＨＡを製剤３の基剤に追加した場合に、有意に最高の抗酸化力上昇が認めら
れた。
【０１０３】
　Ｅ６は製剤１を使用した皮膚に対して抗酸化力を一貫して上昇させたが、サンプルサイ
ズが小さく、上昇が小さかったため、ｐ＜０．０５を達成したサンプルはなかった（ほと
んどはｐ＜０．０８）。前記ｓａｎｓ基剤はＥ６よりもＨＡの挙動についてデザインされ
たため、製剤間でＥ６の促進に有意な差はなかった。他の製剤基剤の他の有効成分につい
てこれまでに観察された挙動とは異なり、Ｅ６はＨＡで観察されたものと同等の抗酸化力
の上昇は達成しなかった。

【実施例１４】
【０１０４】
ＦＴＩＣ－デキストラン共焦点皮膚解析
　ＶｉｖａＳｃｏｐｅ（登録商標）１５００を用い、ヒト被験者でリアルタイム共焦点顕
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微鏡撮像を行い、体毛のある皮膚（前腕背側）および体毛のない皮膚（前腕掌側）を透過
する１５０，０００Ｄａまでの様々なサイズのＦＩＴＣ－デキストランを観察した。グル
ープは食塩水に調整し、１％　５，０００ＤａのＦＩＴＣ－デキストランまたは１％　５
，０００Ｄａ　ＦＩＴＣ－デキストラン＋平均分子量５，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａ
を有する１％ヒアルロン酸ナトリウム食塩液から成った。ＨＡデコイの代わりに１０，０
００Ｄａ～２０，０００Ｄａの分子量を有する０．５％エラスチンフラグメント（Ｅ６）
でも、同様の結果が得られた。
【実施例１５】
【０１０５】
概要
　実施例１～６、１１、１２は本明細書で検討されるデコイ分子の模範となるデコイ分子
として、ヒアルロン酸を図示することは理解される。上述のとおり、コラーゲンおよびエ
ラスチンのデコイ分子が検討され、前記デコイ分子の分子量は皮膚を透過する対象薬物の
送達に合わせるように選択することができる。以下の表は、小分子化合物（例えば、分子
量約８５０Ｄａ未満の化合物）の経皮送達、高分子化合物（例えば、ペプチドまたはタン
パク質）の経皮送達、局所投与で皮膚に透過するデコイ分子の程度、および前記デコイ分
子による皮膚の水分含有量の増加に対するデコイ分子の効果を（例としてヒアルロン酸を
用いて）前記効果の程度を反映した＋記号によるスケールでまとめている。見てのとおり
、前記デコイ分子の皮膚透過、前記デコイ分子による皮膚の水分補給、および前記化合物
の前記皮膚への送達にずれがあり、皮膚送達の促進は前記デコイによる水分補給またはデ
コイ分子の存在のよるものではなく、皮膚における前記デコイ分子の活性によるものであ
ることを示している。

【０１０６】
　多数の典型的態様および実施形態を上記に考察したが、当業者は特定の変更形態、置換
、追加、およびそれらの下位の組み合わせを認識するだろう。したがって、以下の添付の
請求項およびその後紹介される請求項は、そのような変更形態、置換、追加、およびそれ
らの下位の組み合わせはこれらの真の精神および範囲に入るため、これらを含むと解釈さ
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れることは意図される。
【実施例１６】
【０１０７】
　以下の化合物を作成し、デコイ分子を含まない組成物と比較して流動の増加を試験する
：
【０１０８】
コラーゲンおよびビタミンＣ
　ビタミンＣおよびＡ１、Ｂ１、Ｃ１と指定された３種類の分子量を有するコラーゲンの
デコイ分子の食塩液を含む組成物を調整する。ビタミンＣの食塩液から成る対照製剤も試
験する。前記組成物は、皮膚が拡散セルのコンパートメントを仕切るフランツ拡散セルに
入れる。一定時間後、前記拡散セルのレシーバー側のビタミンＣ濃度を測定する。
【０１０９】
コラーゲンおよびジクロフェナク
　ジクロフェナクおよび３種類の分子量５，０００Ｄａ、１５，０００Ｄａ、および２０
，０００Ｄａを有するコラーゲンのデコイ分子の食塩液を含む組成物を調整する。ジクロ
フェナクの食塩液から成る対照製剤も試験する。前記組成物は、皮膚が拡散セルのコンパ
ートメントを仕切るフランツ拡散セルに入れる。一定時間後、前記拡散セルのレシーバー
側のジクロフェナク濃度を測定する。
【０１１０】
エラスチンおよびナイアシンアミド
　ナイアシンアミドおよび３種類の分子量５，０００Ｄａ、１５，０００Ｄａ、および２
０，０００Ｄａを有するエラスチンのデコイ分子の食塩液を含む組成物を調整する。ナイ
アシンアミドの食塩液から成る対照製剤も試験する。前記組成物は、皮膚が拡散セルのコ
ンパートメントを仕切るフランツ拡散セルに入れる。一定時間後、前記拡散セルのレシー
バー側のナイアシンアミド濃度を測定する。
【０１１１】
エラスチンおよびナプロキセン
　ナプロキセンおよび３種類の分子量５，０００Ｄａ、１５，０００Ｄａ、および２０，
０００Ｄａを有するエラスチンのデコイ分子の食塩液を含む組成物を調整する。ナプロキ
センの食塩液から成る対照製剤も試験する。前記組成物は、皮膚が拡散セルのコンパート
メントを仕切るフランツ拡散セルに入れる。一定時間後、前記拡散セルのレシーバー側の
ナプロキセン濃度を測定する。
【０１１２】
毛髪成長に対するビマトプロストの局所投与
　０．０１％ビマトプロストおよび３種類の分子量（６５０Ｄａ、８００Ｄａ、および２
，０００Ｄａ）の１つを有する０．５％エラスチンフラグメントのデコイ分子の食塩液を
含む組成物を調整する。さらに、０．０１％ビマトプロストおよび小分子量（５，０００
Ｄａ～１０，０００Ｄａ）、小～中分子量（１０，０００Ｄａ～２０，０００Ｄａ）、低
～中分子量（２０，０００Ｄａ～３０，０００Ｄａ）、および中分子量（３０，０００Ｄ
ａ～４０，０００Ｄａ）の４種類の分子量を有するヒアルロン酸のデコイ分子１％を含む
組成物を調整する。０．０１％ビマトプロストのみおよび食塩水のみを含む対照製剤も調
整する。前記組成物を、約２１日前に化学療法１サイクルを最近終了し、頭毛のほぼ全脱
毛が生じた被験者に塗布する。前記デコイのいずれかを含む組成物を投与した被験者は、
同等の対照と比較して１、２、および４週間でより速い速度で頭毛が成長すると予想され
る。さらに、頭毛の長さ、厚さ、および密度は、前記デコイを含む組成物を投与した被験
者の方が大きいと予想される。
【０１１３】
デコイにより改善した毛幹カラートリートメント
　市販の毛髪染料を含む組成物を低～中分子量（２０，０００Ｄａ～３０，０００Ｄａ）
を有するヒアルロン酸の１％デコイ分子でスパイクし、染料のみと比較する。前記組成物
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を頭毛幹それぞれの半分に塗布し（被験者内対照）、３０分後に取り除く。すすぎ後、１
週間後、および４週間後に発色の深さを評価する。前記デコイを含む組成物で処理した毛
幹は、発色の濃厚さ、深さ、および持続性が高くなると予想される。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図３】
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